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吉
井
勇
の
歌
集
『
金
泥
』
に
つ
い
て

田

坂

憲

二

は
じ
め
に

吉
井
勇
の
歌
集
『
金
泥
』
は
、
一
九
四
五
年
の
終
戦
直
後
、
八
雲
書
店

が
企
画
し
た

新
日
本
歌
集

の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
戦

中
・
戦
後
期
の
吉
井
勇
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
ま

た

新
日
本
歌
集

は
、
戦
争
末
期
の

決
戦
歌
集

の
焼
き
直
し
と
も

言
え
る
企
画
で
あ
る
か
ら
、
戦
争
と
短
歌
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
資
料
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
金
泥
』
は
、
三
度
刊
行
さ
れ
た
『
吉
井
勇
全
集
』

（
全
八
巻
版
、
番
町
書
房
、
一
九
六
三
年
〜
六
四
年
。
定
本
版
全
九
巻
、

番
町
書
房
、
一
九
七
七
年
〜
七
九
年
。
復
刻
版
、
定
本
版
を
版
面
複
製
、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
一
年
）
に
収
録
さ
れ
て
は
い
る
が
、
全
体

の
三
分
の
一
程
度
が
省
略
さ
れ
た
形
で
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
省
略
の

方
針
も
必
ず
し
も
筋
の
通
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
加
え
て
、
歌
集
『
金

泥
』
そ
の
も
の
が
終
戦
直
後
の
刊
行
で
あ
り
、
公
的
機
関
の
所
蔵
も
そ
れ

ほ
ど
多
く

１
）

な
く
、
何
よ
り
も
保
存
状
態
の
良
い
本
が
少

２
）

な
い
。
原
本
の
保

存
状
況
が
悪
く
、
広
く
流
布
し
て
い
る
全
集
の
本
文
に
は
依
拠
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
と
な
れ
ば
、
研
究
の
基
礎
と
な
る
信
頼
出
来
る
本
文
の
提
供

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、
歌
集
『
金
泥
』
は
、
既
発
表
の
歌
を
編
集
す
る
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
出
典
の
究
明
が
ま
ず
第
一
に
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
出
典
の
究
明
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、
実
は
『
吉
井
勇
全
集
』
の
不
可
思
議
な

本
文
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
『
金
泥
』
の
全
歌
の
本
文
の

提
供
と
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
流
布
し
て
い
る
全
集
と
の
相
違
を
明
確
に
す

る
。
同
時
に
す
べ
て
の
歌
の
出
典
を
究
明
す
る
。
こ
の
本
文
と
出
典
の
研

究
に
基
づ
き
作
品
と
し
て
の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

猶
、
二
種
の
全
集
（
復
刻
版
は
そ
の
性
質
上
数
に
入
れ
な
い
）
の
『
金

泥
』
の
本
文
校
訂
、
巻
末
解
説
な
ど
に
相
違
は
な
い
。
本
稿
で
は
『
定
本

吉
井
勇
全
集
』
を
用
い
、
適
宜
『
全
集
』
と
省
略
す
る
。

一
、『
全
集
』
に
収
載
さ
れ
た
『
金
泥
』

歌
集
『
金
泥
』
は
、『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
の
第
三
巻
一
一
一
頁
以
下

に
本
文
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
一
一
一
頁
に
『
金
泥
』
の
表
紙
書
影
を
掲
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げ
、
一
一
二
頁
か
ら
一
二
二
頁
ま
で
の
一
一
頁
分
が
本
文
で
あ
る
。『
金

泥
』
は
、
も
と
も
と
菊
半
截
判
（
Ａ
６
判
）
で
本
文
五
四
頁
の
小
歌
集
で

あ
る
が
、『
全
集
』
の
頁
に
換
算
し
て
一
一
頁
と
い
う
短
さ
に
な
っ
た
の

は
、
全
文
掲
出
で
は
な
く
抄
出
と
い
う
形
式
を
取
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
巻

末
解
説
（
五
三
九
頁
）
に
は
、『
金
泥
』
の
成
立
事
情
な
ど
が
述
べ
ら
れ

た
後
、
抄
出
の
理
由
と
方
法
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
多
少
長
く

な
る
が
、
本
稿
の
論
述
の
骨
子
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
当
該
部
分
を
掲

出
す
る
。『

金
泥
』
は
（
中
略
）
歌
数
百
八
十
首
。（
中
略
）
そ
の
中
に
は

『
玄
冬
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
作
品
の
重
複
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て

そ
れ
ら
は
削
除
し
た
。
そ
の
削
除
し
た
も
の
を
念
の
た
め
に
記
し
て

お
く
こ
と
に
す
る
。

羅
漢
図
」
と
「
大
徳
寺
」
と
の
間
に
「
俵
屋
宗
達
」
八
首
が
あ

る
が
、
七
首
ま
で
は
『
玄
冬
』
の
「
先
達
讃
歌
」
中
の
「
俵
屋
宗

達
」
と
同
じ
で
あ
る
。

落
柿
舎
」
と
「（
油ママ
光）

院
」
の
間
に
㈠
「
松
尾
芭
蕉
」
七
首
、
㈡

「
旅
ご
こ
ろ
」
九
首
、
㈢
「
良
寛
を
思
ふ
」
七
首
が
あ
る
が
、
㈠
は

『
玄
冬
』
の
「
先
達
讃
歌
」
に
同
題
に
よ
つ
て
発
表
し
た
も
の
と
同

じ
、
㈡
は
同
じ
く
「

旅
旅
情
」
の
中
の
「
旅
ご
こ
ろ
」
十
二
首
中

か
ら
九
首
を
抄
い
た
も
の
、
㈢
は
同
じ
く
「
先
達
讃
歌
」
中
に
「
僧

良
寛
」
と
し
て
発
表
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

次
に
「
蓮
月
抄
」
と
「
揮
毫
兀
々
」
と
の
間
に
「

つ
く
り
」
十

二
首
が
あ
る
が
こ
れ
も
や
は
り
『
玄
冬
』
の
「
続
洛
北
雑
詠
」
に
あ

る
同
題
の
も
の
と
同
作
品
で
あ
る
。

揮
毫
兀
々
」
は
十
一
首
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
六
首
は
『
玄
冬
』

の
「
鉄
斎
遺
墨
」
の
中
に
あ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
「
揮
毫
兀
々
」
の
次
に
「
栖
鳳
を
悼
む
」
五
首
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
『
玄
冬
』
の
「
芸
苑
遺（
聞ママ
」）
の
中
の
同
題
の
十
首
か
ら
抄
い

た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
の
巻
末
解
説
、
並
び
に
本
文
校
訂
の
問

題
点
を
挙
げ
る
。
解
説
の
記
述
の
順
番
に
列
記
す
る
。

ア

歌
数
百
八
十
首
」
は
正
し
い
か
。
一
部
の
歌
を
掲
出
す
る
方
式

で
あ
る
か
ら
、
総
歌
数
情
報
は
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

『
玄
冬
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
作
品
の
重
複
」「
そ
れ
ら
は
削
除
」

と
あ
る
が
、
他
の
歌
集
と
の
重
複
は
な
い
の
か
。
も
し
あ
る
と
す
れ

ば
『
玄
冬
』
と
の
重
複
歌
の
み
を
削
除
し
た
の
は
何
故
か
。

ウ

「
羅
漢
図
」
と
「
大
徳
寺
」
と
の
間
に
「
俵
屋
宗
達
」
八
首
が
あ

る
が
、
七
首
ま
で
は
『
玄
冬
』
の
「
先
達
讃
歌
」
中
の
「
俵
屋
宗

達
」
と
同
じ
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、『
玄
冬
』
と
の
重

複
歌
で
は
な
い
残
り
の
一
首
が
、
本
文
に
見
え
な
い
の
は
何
故
か
。

エ

㈠
「「
松
尾
芭
蕉
」
七
首
」
は
「『
玄
冬
』
の
「
先
達
讃
歌
」
に
同

題
に
よ
つ
て
発
表
し
た
も
の
と
同
じ
」
と
あ
り
な
が
ら
、
本
文
一
一

八
頁
で
は
一
首
だ
け
が
削
除
さ
れ
ず
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
何
故
か
。

オ

つ
く
り
」
に
は
蓮
月
を
詠
ん
だ
歌
も
あ
り
、
こ
の
項
目
を
削

除
す
る
こ
と
で
、
歌
集
の
構
造
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

カ

「
揮
毫
兀
々
」
は
十
一
首
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
六
首
」
を
省
略

す
る
こ
と
で
、
鉄
斎
に
関
す
る
歌
を
選
ん
だ
吉
井
勇
の
意
図
が
わ
か

り
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
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キ

省
略
さ
れ
た
「「
栖
鳳
を
悼
む
」
五
首
」
は
、
そ
の
次
の
「
栖
鳳

の
冬
」
歌
群
と
と
も
に
、
竹
内
栖
鳳
に
関
す
る
歌
を
並
べ
た
吉
井
勇

の
意
図
を
尊
重
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

以
上
主
要
な
問
題
点
七
点
を
掲
出
し
た
が
、
そ
の
う
ち
ア
ウ
エ
の
三
つ

は
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
結
論
だ
け
言
え
ば
、
ア
の
総
歌
数
は
百
八

十
二
首
（
あ
と
が
き
に
あ
た
る
「
巻
後
に
」
の
歌
を
加
え
れ
ば
百
八
十
三

首
）
で
あ
る
。
ウ
の
一
首
は
誤
っ
て
削
除
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
エ
の
一
首

は
削
除
し
損
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
単
純
に
誤
り
を
修
正
す

れ
ば
よ
い
問
題
で
あ
る
。
ア
に
つ
い
て
は
、
巻
末
解
説
を
書
い
た
木
俣
修

は
『
吉
井
勇
研
究
』（
番
町
書
房
、
一
九
七
八
年
）
で
は
、
正
し
く
「
一

八
二
首
」
と
表
記
し
て
い
る
か
ら
、
誤
植
の
可
能
性
も
あ
る
。

オ
カ
キ
は
共
に
、『
金
泥
』
の
歌
集
と
し
て
の
作
品
構
造
を
保
持
す
る

こ
と
を
第
一
義
と
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
重
要
度
が
変
わ
っ
て
く

る
。『
全
集
』
が
『
金
泥
』
の
歌
集
と
し
て
の
全
体
像
の
提
示
よ
り
も
、

別
の
事
柄
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ

る
。「『
玄
冬
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
作
品
の
重
複
」
を
避
け
る
と
い
う
こ

と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
新
作
歌
の
み
を
掲
出
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。『
金
泥
』
の
歌
集
と
し
て
の
形
よ
り
も
、
個
々
の
短
歌
と
し

て
の
資
料
性
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
方
向
性

に
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
新
出
歌
の
み
を
掲
出
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。そ

こ
で
イ
の
項
目
が
最
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。『
金
泥
』
が
、『
玄

冬
』
以
外
の
歌
集
か
ら
も
歌
を
引
い
て
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、『
玄
冬
』

所
収
歌
の
み
を
削
除
し
て
本
文
を
建
て
る
こ
と
に
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が

な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
が
、
歌
集
『
金
泥
』
は
、
出
版
社
の
意

向
で
、
短
時
日
で
編
纂
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
井
勇

は
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
複
数
の
既
刊
歌
集
の
歌
を
編
纂
し
て
作
っ
た
も

の
な
の
で
あ
る
。
既
刊
歌
集
の
中
で
『
玄
冬
』
と
い
う
歌
集
の
み
を
特
別

視
す
る
理
由
は
何
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

『
金
泥
』
の
正
確
な
本
文
提
供
と
、
既
刊
歌
集
と
の
関
係
の
全
面
的
考
察

こ
そ
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
次
節
で
そ
の
本
文
を
提
示
す
る
が
、

そ
の
基
本
方
針
を
あ
ら
か
じ
め
記
述
し
て
お
く
。

い

『
金
泥
』
の
す
べ
て
の
短
歌
を
、

新
日
本
歌
集

版
に
よ
っ
て
掲

出
す
る
。
仮
名
遣
い
や
ル
ビ
は
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。
漢
字
は
通
行

の
も
の
に
統
一
す
る
。

ろ

『
金
泥
』
の
短
歌
の
頭
に
、
漢
数
字
で
通
し
番
号
を
付
す
。
あ
と

が
き
に
あ
た
る
「
巻
後
に
」
の
一
首
を
の
ぞ
い
て
、
総
計
一
八
二
首

と
な
る
。

は

『
金
泥
』
の
短
歌
の
中
で
『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
も
の
に
は
、
漢
数
字
の
下
に
、
算
用
数
字
で
『
全
集
』
の
通
し

番
号
を
付
す
。「
巻
後
に
」
の
一
首
を
の
ぞ
い
て
、
総
計
一
二
九
首

と
な
る
。

に

『
金
泥
』
の
短
歌
の
中
で
『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て

い
な
い
も
の
に
は
、
漢
数
字
の
下
に
、
丸
囲
み
の
算
用
数
字
で
通
し

番
号
を
付
す
。
総
計
五
三
首
で
あ
る
。

ほ

『
金
泥
』
の
す
べ
て
の
短
歌
の
出
典
を
明
記
す
る
。
当
該
歌
を
含

む
歌
集
名
、
そ
の
歌
集
の
見
出
し
（
歌
題
）、
追
試
が
で
き
る
よ
う

に
『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
の
ペ
ー
ジ
数
・
上
下
段
・
何
首
目
に
あ
た

る
か
を
列
記
す
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
形
を
取
る
。
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『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
俵
屋
宗
達
、
五
七
上
２

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
、
三
九
二
上
１

猶
、『
金
泥
』
は
『
京
洛
史
蹟
歌
』（
大
雅
堂
、
一
九
四
四
年
）
か
ら

も
短
歌
を
採
っ
て
い
る
が
、『
京
洛
史
蹟
歌
』
は
『
定
本
吉
井
勇
全

集
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
雅
堂
版
の
ペ
ー
ジ
数
を
付

し
た
。二

、『
金
泥
』
の
全
体
像

鷹
が
峰

一
１
鷹たか
が
峰みね
こ
こ
に
来
り
て
見
は
る
か
す
大おほ
き
眺
め
に
お
ど
ろ
く
も
の
か

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
一
１

二
２
洛

中

らくちゆう
の
万
戸
ば
ん
こ

の
家
も
遠
く
見
え
鷹たか
が
峰
路
み
ね
ぢ

の
眼め
路ぢ
の
は
る
け
さ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
二
１

三
３
玄げん
啄たく
の
山さん
荘さう
守もり
の
古ふる
翁をぢ
に
光
悦
寺
道
を
た
づ
ね
け
る
か
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
二
２

四
４
も
の
思
ひ
つ
つ
歩
む
間
に
過
ぎ
に
け
り
吉
野
大
夫

よ
し
の
だ
い
ふ

の
墓
の
あ
る
寺

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
二
３

五
５
大
虚
庵

だいきよあん
に
来
れ
ば
人
な
し
た
だ
幽かす
か
箒
の
音おと
の
遠
く
す
る
の
み

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
三
１

六
６
夏
の
日
は
烈
し
く
照
れ
ど
光

悦

くわうえつ
の
寺
に
来
て
知
る
大
き
寂
し
さ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
三
２

七
７
竹たけ
筒づつ
に
花
も
な
く
し
て
寂
し
や
と
思
ひ
を
ろ
が
む
光
悦
の
墓

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
三
３

八
８
了
寂
院

れうじやくゐん
と
書
き
し
卒
塔
婆
の
木
も
古
り
て
松まつ
笠かさ
ば
か
り
こ
こ
だ
落

ち
た
る

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
四
１

九
９
萩はぎ
の
道
薄すすきの
道
の
そ
の
奥
の
小
笹
を
ざ
さ

の
み
ち
の
は
て
の
そ
の
墓

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
四
２

一
〇
10
光
悦
も
心
幽かそ
け
く
ね
む
る
ら
む
大おほ
竹たけ
藪やぶ
の
昼
の
し
づ
も
り

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
四
３

一
一
11
夏
な
が
ら
背
筋
は
し
る
は
薄うす
墨ずみ
の
手
水
鉢

て
う
づ
ば
ち

よ
り
き
た
る
寒
さ
か

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
五
１

一
二
12
光
悦
の
墓
を
を
ろ
が
み
ゐ
る
時
は
刺さ
せ
る
藪
蚊
や
ぶ
か

も
に
く
か
ら
ぬ
か

な

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
五
２

一
三
13
紙
屋
川

か
み
や
が
は

の
川
ぞ
ひ
道
を
下
ら
む
か
光
悦
の
世
を
恋
ふ
る
ま
に
ま
に

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
五
３

一
四
14
光
悦
寺
を
お
と
づ
れ
し
日
の
楽
し
さ
を
わ
び
居ゐ
の
記き
に
は
い
か
に

書
か
ま
し

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
鷹
が
峰
一
九
六
１

本
阿
弥
光
悦

一
五
15
お
ほ
ら
か
に
光
悦
が
絵
に
遊
び
ゐ
し
元
和
げ
ん
な

の
昔
思
ほ
ゆ
る
か
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
一
九
七
１

一
六
16
鷹
が
峰
に
光
悦
あ
り
て
う
つ
し
世
の
美
し
き
も
の
い
ま
だ
滅ほろ
び
ず

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
一
九
八
１

一
七
17
光
悦
の
鹿しか
の
蒔
絵
ま
き
ゑ

の
硯

箱

すずりばこ
お
も
ひ
見
る
だ
に
う
つ
つ
な
に
居
り

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
一
九
八
２

一
八
18
見
れ
ば
ま
づ
心
や
澄
ま
む
鷹
が
峰
と
い
ふ
銘
の
あ
る
光
悦
の
もひ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
一
九
八
３

一
九
19
光
悦
の
す
ぐ
れ
し
文
字
の
冴
え
も
知
る
本
阿
弥
切

ほ
ん
あ
み
ぎ
れ

の
た
ふ
と
さ
も

知
る

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
一
九
九
１

二
〇
20
比
叡
の
山
遠
く
な
が
め
て
光
悦
が
心
ゆ
た
か
に
あ
り
し
日
お
も
ほ

ゆ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
一
九
九
２
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二
一
21
金こん
泥でい
の
ま
ば
ゆ
き
絵
を
ば
ま
へ
に
し
て
老
有
徳
斎

ら
う
う
と
く
さ
い

在あ
り
し
日
や
何

時

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
一
九
九
３

二
二
22
光
悦
の
心
ゆ
た
か
さ
吾あ
も
持
ち
て
今
日
も
の
ど
か
に
比ひ
叡え
を
眺
め

む

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
二
〇
〇
１

二
三
23
八
十
を
ひ
と
つ
越
し
た
る
光
悦
の
長
き
一
生
ひ
と
よ

は
楽
し
き
ろ
か
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
本
阿
弥
光
悦
二
〇
〇
２

真
葛
が
原

二
四
24
秋
さ
む
き
真
葛
ま
く
づ

が
原はら
に
今
日
も
来き
ぬ
何
に
憑つ
か
れ
し
心
な
る
ら
む

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
真
葛
が
原
二
〇
一
１

二
五
25
こ
の
あ
た
り
大
雅
の
妻
は
筆
洗
ひつせん

の
水
や
棄
て
け
む
こ
ほ
ろ
ぎ
の
鳴

く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
真
葛
ヶ
原
二
〇
二
１

二
六
26
秋
ふ
か
き
真
葛
が
原
の
夕ゆふ
さ
む
み
俳
諧
はいかい

料
理
れ
う
り

食た
う
べ
む
と
ゆ
く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
真
葛
ヶ
原
二
〇
二
２

二
七
27
風
流
ふうりう

に
人
遊
び
し
は
い
つ
の
世
か
西
行
庵
の
小
文
こ
ぶ
ん

い
ま
亡な
く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

真
葛
ヶ
原
、
二
〇
二
３

二
八
28
虚
子
き
よ
し

の
こ
と
そ
こ
は
か
と
な
く
思
は
す
る
京
饌
寮

きやうせんれう
の
夕

灯

ゆふともし
か
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
真
葛
ヶ
原
二
〇
三
３

二
九
29
た
だ
こ
こ
に
来く
る
を
楽
し
と
思
ひ
ゐ
ぬ
大
雅
の
忌き
さ
へ
い
つ
と
知

ら
な
く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
真
葛
ヶ
原
二
〇
三
２

大
雅
堂

三
〇
30
い
ま
も
な
ほ
絵
の
仙せん
と
し
て
お
ほ
ら
か
に
九
霞
山
樵

き
う
か
さ
ん
せ
う

嘯うそぶ
き
た
ま

へ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
四
１

三
一
31
貧
大
雅

ひ
ん
た
い
が

祇
園
に
絵
を
ば
売
り
し
日
の
垢
染
あ
か
じ

み
布
子
ぬ
の
こ

思も
へ
ば
さ
び
し

も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
五
１

三
二
32
大
雅
の
絵
な
が
め
て
あ
り
ぬ
飄
々
へうへう

と
た
ま
し
ひ
い
ま
か
空そら
を
飛
ぶ

が
に

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
五
２

三
三
33
去
年
こ
ぞ

の
秋
見
た
る
大
雅
の
羅
漢
図

ら
か
ん
づ

の
な
か
に
描か
か
れ
む
吾われ
と
し
も

が
な

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
五
３

三
四
34
貧
し
さ
に
馴
れ
て
は
妻
の
玉

瀾

ぎよくらん
も
描か
き
棄す
て
反
古
ほ
ご

の
紙

衾

かみぶすま
着
る

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
六
１

三
五
35
大
雅
堂
住
み
し
と
思も
へ
ば
京
さ
む
き
真
葛
が
原
も
な
つ
か
し
き
か

な

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
六
２

三
六
36
伽
羅
き
や
ら

に
ま
し
白

檀

びやくだん
に
ま
し
沈ぢん
に
ま
し
高
し
と
お
も
ふ
大
雅
墨すみ
の

香

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
六
３

三
七
37
そ
の
弟
子
で
し

の
描か
け
る
大
雅
の
家
の
図
の
な
か
の
竹ちく
門もん
お
も
し
ろ
き

か
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
七
１

三
八
38
飄
然
へうぜん

と
大
雅
現あ
れ
来
る
こ
こ
ち
し
て
真
葛
が
原
を
ゆ
け
ば
お
も
し

ろ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
大
雅
堂
二
〇
七
２

羅
漢
図初

秋
の
一
日
京
都
博
物
館
に
ゆ
き
て
、
大
雅
堂
描
く
と

こ
ろ
の
五
百
羅
漢
の
大
幅
を
観
る

三
九
39
つ
と
入
れ
ば
百

間

ひやつけん
の
壁かべ
雲
湧
き
て
羅
漢
の
浄
土
じやうど

あ
ら
は
れ
に
け

り

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
上
１

四
〇
40
筆
の
あ
と
縹
渺
へうべう

た
り
や
大
雅
堂
お
の
れ
羅
漢
と
な
り
て
描
き
け
む

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
上
２

四
一
41
蓮
の
実み
を
持
て
る
羅
漢
の
寝
ぼ
け
顔がほ
な
が
め
て
あ
り
ぬ
心
の
ど
け

く

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
上
３

四
二
42
磊

塊

らいくわい
を
吐
き
出いだ
す
ご
と
口
あ
け
て
高
く
笑
へ
る
髯
羅
漢

ひ
げ
ら
か
ん

か
も

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
上
４

四
三
43
岩
の
上へ
の
あ
ぐ
ら
ゐ
羅
漢
頭づ
に
載の
せ
し
囊ふくろの
な
か
に
あ
る
も
の
や
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何

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
上
５

四
四
44
そ
の
な
か
ゆ
雲
か
も
湧
け
と
念ねん
ず
ら
し
目
つ
ぶ
り
羅
漢
鉄
鉢
てつばつ

を
抱だ

く

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
上
６

四
五
45
獅
子
の
背
に
跨また
が
り
な
が
ら
眠
り
ゐ
る
羅
漢
の

の
た
ふ
と
か
る

か
な

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
下
１

四
六
46
世
の
く
だ
ち
怒
る
や
国
を
憂
ふ
る
や
太
眉
ふとまゆ

羅
漢
何
を
の
の
し
る

『
朝
影
、
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
下
２

四
七
47
楽
し
げ
に
大
雅
描えが
け
ば
羅
漢
鼻

ら
か
ん
ば
な

い
や
尖とが
れ
る
も
お
も
し
ろ
き
か
も

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
下
３

四
八
48
わ
れ
も
ま
た
羅
漢
を
ま
な
び
何
ご
と
も
忘
れ
て
腹
を
撫
で
て
あ
ら

ま
し

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
下
４

四
九
49
し
づ
か
な
る
秋
の
真
昼
や
絵
の
な
か
の
羅
漢
の
あ
く
び
い
ま
か
聴

こ
ゆ
る

『
朝
影
』
鑑
賞
余
響
、
大
雅
堂
羅
漢
図
三
九
二
下
５

俵
屋
宗
達

五
〇
①
宗
達
さうたつ

の
保
元
屛
風

ほ
げ
ん
び
や
う
ぶ

の
め
で
た
さ
は
御
物
ぎよぶつ

な
れ
ば
か
見
る
よ
し
も
な

し

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
俵
屋
宗
達
五
七
上
２

五
一
②
絵
は
残
れ
そ
の
人
の
こ
と
つ
ば
ら
か
に
世
に
知
ら
れ
ぬ
も
な
つ
か

し
き
か
な

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
俵
屋
宗
達
五
七
上
３

五
二
③
今
日
は
こ
こ
ろ
豊
か
に
あ
ら
む
宗
達
の
源
氏
屛
風

げ
ん
じ
び
や
う
ぶ

を
胸
に
描ゑが
き
て

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
俵
屋
宗
達
五
七
上
４

五
三
④
か
く
な
が
く
残
る
と
知
ら
ず
楽
し
げ
に
劉
青
軒

りうせいけん
は
屛
風
絵
を
描か
く

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
俵
屋
宗
達
五
七
上
５

五
四
⑤
宗
達
の
夢
や
は
こ
も
る
う
つ
く
し
き
扇
面
せんめん

の
絵
の
ひ
と
つ
び
と
つ

に

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
俵
屋
宗
達
五
七
上
６

五
五
⑥
う
つ
く
し
き
も
の
を
恋こほ
し
む
こ
こ
ろ
も
て
宗
達
在
り
し
世
を
ば
思

は
む

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
俵
屋
宗
達
五
七
下
１

五
六
⑦
会
へ
ば
夜
を
古
絵
ふ
る
え

が
た
り
に
更
か
す
な
り
宗
達
好

さ
う
た
つ
ず

き
の
洛
北
の
友

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
俵
屋
宗
達
五
七
下
２

五
七
⑧
京
の
夜よ
や
遊
び
の
は
て
の
寂
し
さ
を
か
た
る
が
ご
と
き
宗
達
の
幅ふく

『
恋
ぐ
さ
』
三
五
四
１

『
故
園
』
四
一
六
１

大
徳
寺

五
八
50
紫

野

むらさきの
施
薬
所

せ
や
く
し
よ

の
札ふだ
か
か
り
た
る
塔

頭

たつちゆう
の
門
を
さ
び
し
み
て
ゆ
く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
〇
八
２

五
九
51
大
徳
寺
明
日
あ
す

つ
と
め
て
の
接
心
せつしん

の
座
敷
ま
う
け
の
日
を
ば
訪
ひ
来き

ぬ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
〇
八
３

六
〇
52
石
の
う
へ
に
僧
の
唐
沓
たうぐつ

脱
ぎ
棄
て
て
あ
る
傍
かたはらの

白
木
槿

し
ろ
も
く
げ

の
は
な

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
〇
九
１

六
一
53
真
珠
庵

しんじゆあん
の
屋
根
塀
越
し
に
見
え
て
あ
る
そ
の
庭
隅
にはすみ

の
白
木
槿
の
花

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
〇
九
２

六
二
54
わ
が
こ
こ
ろ
し
づ
け
く
な
り
ぬ
襖
に
は
探
幽
たんいう

の
鷺さぎ
白
く
ね
む
れ
る

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
〇
九
３

六
三
55
案
内
者

あ
な
い
し
や

の
声
の
低
き
は
堂
ち
か
く
和
尚
午
睡
ひ
る
い

の
時
に
か
あ
ら
む

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
一
〇
１

六
四
56
遠
州
の
つ
く
り
し
庭
の
木
に
石
に
禅
の
こ
こ
ろ
を
も
と
め
て
し
か

な

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
一
〇
２

六
五
57
わ
れ
も
ま
た
禅
の
こ
こ
ろ
と
な
り
に
け
り
明
日
あ
す

接
心
せつしん

の
寺
に
き
た

り
て

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
一
〇
３

六
六
58
い
そ
の
か
み
年
古
と
し
ふ

る
釜
の
う
へ
に
あ
る
大
摺
子
木

お
ほ
す
り
こ
ぎ

は
お
も
し
ろ
き

か
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
一
一
１

六
七
59
何
ゆ
ゑ
に
利
休
に
死
を
ば
賜
ひ
け
む
こ
の
山
門
に
来
て
は
思も
ふ
こ

―37―



と

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
大
徳
寺
一
〇
八
１

六
八
60
大
徳
寺
秋
の
ゆ
ふ
べ
を
ひ
と
り
来
て
利
休
を
思
ふ
落
葉
お
ち
ば

踏
み
つ
つ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
千
利
休
一
一
三
３

千
利
休

六
九
61
世
に
盛さか
る
さ
か
し
ら
の
茶ちや
は
知
ら
ね
ど
も
利
休
の
心
い
さ
さ
か
は

知
る

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
千
利
休
一
一
二
１

七
〇
62
茶

聖

ちやひじり
の
利
休
の
心
ま
な
ば
む
と
もひ

を
こ
そ
持
て
手
つ
き
あ
や
ふ

く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
千
利
休
一
一
三
１

七
一
63
桃
山
の
城
に
ひ
と
り
の
利
休
ゐ
て
な
ご
や
か
な
り
や
た
た
か
ひ
の

世
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
千
利
休
一
一
三
２

七
二
64
夢
う
つ
つ
聴
く
釜
鳴
か
ま
な

り
は
か
の
翁おきな在ま
せ
し
世
よ
り
の
遠
き
釜
鳴
り

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
千
利
休
一
一
四
１

七
三
65
利
休
よ
り
い
ま
に
つ
た
は
る
日
本
の
茶
道
さ
だ
う

の
深
さ
お
も
ほ
ゆ
る
か

も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
千
利
休
一
一
四
２

七
四
66
茶
は
知
ら
ね
利
休
て
ふ
名
に
し
た
し
み
て
伏
庵
住
居

ふ
せ
い
ほ
ず
ま
ゐ

四
年
よ
と
せ

に
な
り

ぬ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
、
千
利
休
一
一
四
３

落
柿

七
五
67
わ
れ
も
ま
た
京
に
わ
び
居ゐ
の
身
な
れ
ば
か
な
つ
か
し
と
思
ふ
落
柿
ら
く
し

舎しや
の
秋

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
六
１

七
六
68
嵯
峨
日
記

さ
が
に
つ
き

読
め
ば
い
つ
し
か
わ
れ
も
ま
た
芭
蕉
と
ゐ
た
り
ひ
と
つ

蚊
帳
かちやう

に

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
七
１

七
七
69
落
柿

を
と

め
つ
つ
ゆ
け
ば
藪やぶ
の
上へ
を
を
り
を
り
過
ぐ
る
雨
の
し

づ
け
さ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
七
２

七
八
70
耳
澄
み
み
す

ま
せ
ば
去
来
きよらい

の
声
も
聴
こ
ゆ
め
り
落
柿

に
さ
す
夕
日
し
づ

け
く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
七
３

七
九
71
落
柿

の
壁かべ
に
か
か
れ
る
一
蓋
いちがい

の
笠
の
こ
こ
ろ
は
知
る
よ
し
も
な

し

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
八
１

八
〇
72
そ
の
む
か
し
去
来
も
往
き
し
こ
と
の
あ
る
嵯
峨
の
野
道
の
み
ち

を
ゆ
ふ
べ

た
ど
る
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
八
２

八
一
73
落
柿

を
訪と
へ
ば
ふ
と
目
に
う
か
び
来き
ぬ
障
子
さ
う
じ

つ
づ
く
る
去
来
の

す
が
た

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
八
３

八
二
74
寂
し
さ
の
や
り
ど
な
け
れ
ば
ひ
と
摑つか
み
落
葉
お
ち
ば

を
手
向
た
む

く
去
来
の
墓

に

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
九
１

八
三
75
藪
か
げ
の
去
来
の
墓
の
石
さ
む
く
竹
の
落
葉
にひたきあ
そ
べ
る

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
九
２

八
四
76
俳
諧
はいかい

の
寂
び
と
侘わ
び
と
を
そ
の
ま
ま
に
去
来
の
墓
の
小ちひ
さ
き
も
よ

し

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
落
柿

二
二
九
３

松
尾
芭
蕉

八
五
⑨
寂
し
と
も
わ
れ
は
も
思も
は
ず
し
め
や
か
に
芭
蕉
の
往
き
し
道
を
恋こほ

し
む

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
松
尾
芭
蕉
五
七
下
３

八
六
⑩
今
日
も
わ
れ
炉ろ
の
辺へ
に
在
り
て
思
ふ
な
り
芭
蕉
の
句
境
くきやう

い
よ
よ
深

き
を

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
松
尾
芭
蕉
五
七
下
４

八
七

夜
ご
と
夜
ご
と
炉
の
辺
に
あ
り
て
蕉
風
せうふう

の
俳
諧
道

はいかいだう
の
は
て
を
極きは
め

む

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
松
尾
芭
蕉
五
七
下
６

八
八

し
み
じ
み
と
芭
蕉
を
恋
ふ
る
こ
こ
ろ
も
て
徒
然
と
ぜ
ん

の
詞ことば
今
日
も
誦ず

し
居
り

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
松
尾
芭
蕉
五
八
上
１

八
九

術すべ
も
な
く
寂
し
き
夜
半
よ
は

は
起
き
出
で
て
猿
蓑
さるみの

さ
が
す
暗
き
小
棚
に

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
松
尾
芭
蕉
五
八
上
２

九
〇

し
め
や
か
に
芭
蕉
を
思
ひ
ゐ
る
夜
半
よ
は

ぞ
比
叡
山

ひ
え
や
ま

颪おろし
さ
は
な
吹
き

そ
ね

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
松
尾
芭
蕉
五
八
上
３
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九
一
77
旅
を
ゆ
き
わ
れ
に
曽
良
そ
ら

な
き
寂
し
さ
を
か
こ
ち
し
こ
と
も
幾いく
た
び

ぞ
そ
も

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
松
尾
芭
蕉
五
七
下
５

旅
ご
こ
ろ

九
二

旅
ご
こ
ろ
そ
ぞ
ろ
動
け
ば
棚
の
上
の
土
鈴
ど
れ
い

を
取
り
て
鳴
る
音
を
ぞ

聴
く

『
玄
冬
』

旅
旅
情
、
旅
ご
こ
ろ
五
一
上
５

九
三

旅
ご
こ
ろ
ふ
と
起
り
た
り
炉
辺
ろ
べ

に
ゐ
て
為な
す
こ
と
も
な
く
膝
組
み

居を
れ
ば

『
玄
冬
』

旅
旅
情
、
旅
ご
こ
ろ
五
一
下
１

九
四

旅
ご
こ
ろ
ひ
た
に
堪
へ
つ
つ
朝
遅
く
熱あつ
き
味
噌
汁

み
そ
し
る

す
す
り
け
る
か

も

『
玄
冬
』

旅
旅
情
、
旅
ご
こ
ろ
五
一
下
２

九
五

旅
ご
こ
ろ
堪
へ
え
ぬ
時
は
彦
山
ひこさん

の
山
伏
やまぶし

の
ご
と
う
そ
ぶ
き
に
け
り

『
玄
冬
』

旅
旅
情
旅
ご
こ
ろ
、
五
一
下
３

九
六

旅
ご
こ
ろ
こ
こ
も
遠
野
と
ほ
の

の
こ
こ
ち
し
て
畳
の
う
へ
に
し
ば
し
寝
こ

ろ
ぶ

『
玄
冬
』

旅
旅
情
、
旅
ご
こ
ろ
五
一
下
４

九
七

旅
ご
こ
ろ
起
り
て
さ
び
し
障
子
さ
う
じ

貼は
る
妹いも
と
も
の
言
ふ
飛ひ
驒だ
の
こ
と

な
ど

『
玄
冬
』

旅
旅
情
、
旅
ご
こ
ろ
五
一
下
５

九
八

旅
ご
こ
ろ
信
濃
し
な
の

の
山
を
思おも
ひ
居を
れ
ば
わ
が
庵
居
いほりゐ

も
夏
暑
か
ら
ず

『
玄
冬
』

旅
旅
情
、
旅
ご
こ
ろ
五
一
下
６

九
九

旅
ご
こ
ろ
起
れ
ど
旅
に
ゆ
き
が
た
し
あ
き
ら
め
心ごころ
古
紀
行

ふ
る
き
か
う

読
む

『
玄
冬
』

旅
旅
情
、
旅
ご
こ
ろ
五
二
上
１

一
〇
〇

旅
ご
こ
ろ
過
ぎ
し
流
離
り
う
り

の
あ
と
を
思
ひ
お
の
れ
の
一
生
ひ
と
よ

寂
し
み

て
居
り

『
玄
冬
』

旅
旅
情
、
旅
ご
こ
ろ
五
二
上
３

良
寛
を
思
ふ

一
〇
一

良
寛
を
こ
よ
ひ
し
み
じ
み
思
へ
り
と
越こし
の
御
風
ぎよふう

に
消
息
を
せ
む

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
僧
良
寛
六
一
上
２

一
〇
二

五
合
庵

ご
が
ふ
あ
ん

の
夜
の
寒
さ
を
お
も
へ
ば
か
わ
が
薄

衾

うすぶすま
い
ま
は
か
こ

た
ず

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
僧
良
寛
六
一
上
３

一
〇
三

良
寛
は
お
も
し
ろ
き
か
な
世
を
わ
び
て
み
づ
か
ら
と
な
ふ
襤らん
褸る

生

涯

しやうがい

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
僧
良
寛
六
一
上
３

一
〇
四

子
供
等
と
鞠まり
つ
き
遊
び
た
は
む
れ
し
良
寛
思も
へ
ば
わ
れ
も
寂
し

ゑ

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
僧
良
寛
六
一
上
４

一
〇
五

肩
痩
せ
て
囊ふくろ
重
し
と
か
こ
つ
な
り
市いち
に
も
の
乞こ
ふ
良
寛
あ
は

れ

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
僧
良
寛
六
一
上
５

一
〇
六

つ
く
づ
く
と
良
寛
の
字
を
見
て
あ
れ
ば
風
の
ご
と
し
も
水
の
ご

と
し
も

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
僧
良
寛
六
一
下
１

一
〇
七

良
寛
が
書
き
棄
て
に
せ
し
水
飴
みづあめ

の
看
板
かんばん

の
字
も
に
く
か
ら
な
く

に

『
玄
冬
』
先
達
讃
歌
、
僧
良
寛
六
一
下
２

神
光
院

一
〇
八
78
京
に
ち
か
き
西にし
賀
茂
か
も

村むら
の
夕
け
む
り
蓮
月
れんげつ

思も
へ
ば
寂
し
き
ろ
か

も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
神
光
院
二
一
三
１

一
〇
九
79
蓮
月
も
遠とほ
比
叡
山

ひ
え
や
ま

を
日
ご
と
見
て
老
尼
おいあま

ご
こ
ろ
歌
は
詠
み
け
む

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
神
光
院
二
一
四
１

一
一
〇
80
世
に
遠
き
し
づ
け
さ
お
ぼ
ゆ
夕ゆふ
ち
か
く
神
光
院

しんくわうゐん
の
門
を
く
ぐ

れ
ば

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
神
光
院
二
一
四
３

一
一
一
81
蓮
月
の
終つひ
の
栖すみかの
古
庵
ふるいほ

の
障
子
さ
う
じ

の
棧さん
の
蛾
の
骸から
あ
は
れ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
神
光
院
二
一
五
２

一
一
二
82
た
だ
よ
ふ
は
た
だ
に
昔
の
匂
ひ
の
み
庵いほりさ
び
し
も
住
む
人
な
し

に

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
神
光
院
二
一
六
２

一
一
三
83
こ
の
あ
た
り
行
灯
あんどう

あ
り
て
机
あ
り
て
蓮
月
い
ま
も
在ま
す
こ
こ
ち

か
な

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
神
光
院
二
一
六
３

一
一
四
84
わ
れ
も
ま
た
馴
寄
な
よ

り
て
あ
ら
め
蓮
月
が
昔むかし凭よ
り
た
る
古
き
柱
に
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『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
神
光
院
二
一
七
２

蓮
月
抄

一
一
五
85
蓮
月
の
歌
を
読
み
つ
つ
や
が
て
吾あ
も
心
の
寂
び
に
思
ひ
い
た
り

ぬ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
蓮
月
抄
二
一
八
１

一
一
六
86
清
ら
な
る
一
生
ひ
と
よ

を
思
ふ
蓮
月
が
手
づ
く
ね
の
もひ

取
り
て
撫
で
つ

つ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
蓮
月
抄
二
一
九
１

一
一
七
87
蓮
月
尼

れ
ん
げ
つ
に

全
集
ぜんしふ

の
ちつ

古
う
し
て
色
の
落
ち
つ
き
見
る
に
飽
か
な
く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
蓮
月
抄
二
一
九
２

一
一
八
88
炉
の
傍そば
の
茶
棚
ちやだな

の
上へ
よ
り
吾あ
に
む
か
ひ
何
を
か
語
る
蓮
月
の
もひ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
蓮
月
抄
二
一
九
３

一
一
九
89
蓮
月
の
文
字
も
じ

の
細
さ
を
寂
し
み
て
わ
れ
ま
た
今
日
も
取
る
か
こ

の
もひ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
蓮
月
抄
二
二
〇
１

一
二
〇
90
土
ひ
ね
り
轆
轤
ろ
く
ろ

廻
し
て
尼
ひ
と
り
清
ら
に
在あ
り
し
そ
の
日
お
も

ほ
ゆ

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
蓮
月
抄
二
二
〇
２

一
二
一
91
蓮
月
の
長
き
一
生
ひ
と
よ

を
思
ふ
と
き
胸
底
むなそこ

を
過
ぐ
清
ら
な
る
も
の

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
蓮
月
抄
二
二
一
３

つ
く
り

一
二
二

こ
れ
は
し
も
日
本
に
ほ
ん

の
土つち
と
思も
ふ
ゆ
ゑ
か
手
触
て
ふ

り
親
し
き
もひ

つ
く

り
か
も

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
上
１

一
二
三

わ
が
ま
へ
の
轆
轤
ろ
く
ろ

し
づ
か
に
廻
る
な
り
土
を
手
に
す
れ
ば
澄
み

ゆ
く
心

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
上
２

一
二
四

お
の
づ
か
ら
己し
が
心
を
ば
現あら
は
す
と
思も
へ
ば
こ
の
土
お
ろ
そ
か

な
ら
ず

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
上
３

一
二
五

土
ひ
ね
り
つ
つ
目
に
う
か
べ
羨とも
し
み
ぬ
能
牟
許

の
ん
こ

の
もひ

や
道
入
だうにふ

の

もひ

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
上
５

一
二
六

く
る
く
る
と
轆
轤
は
廻
る
然しか
は
あ
れ
土
は
思
ふ
に
ま
か
せ
ぬ
も

の
を

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
上
４

一
二
七

ぬ
ば
た
ま
の
小
夜
さ
よ

の
く
だ
ち
の
し
づ
け
さ
や
轆
轤
を
と
め
て
蟋こほ

蟀ろぎ
を
聴
く

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
上
６

一
二
八

蓮
月
の
し
づ
け
き
心
な
つ
か
し
み
土
を
手
に
し
ぬ

つ
く
る
べ

く

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
上
７

一
二
九

縁ふち
厚あつ
く
歪ゆが
み
曲まが
れ
ど
日
を
ひ
と
日
手
触
て
ふ

れ
楽
し
み
得
し

ぞ
こ

れ

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
下
１

一
三
〇

わ
が
つ
く
る

は
つ
た
な
し
さ
あ
れ
な
ほ
日
本
に
ほ
ん

の
土
の
ゆ
た
か

さ
を
見
よ

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
下
２

一
三
一

生
土
なまつち

の
白
埴
土

しらはにつち
の
う
す
じ
め
り
手
触
て
ふ

れ
て
あ
れ
ば
わ
れ
を
忘
る

る

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
下
３

一
三
二

蓮
月
の

ま
へ
に
置
き
思
へ
ら
く
わ
れ
も
書
か
ま
し
釘
書
く
ぎ
が

き
の

歌

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
下
４

一
三
三

茶ちや
も
知
ら
ず
禅ぜん
も
知
ら
ね
ど
日
本
につぽん

の
土
の
た
ふ
と
さ
や
う
や
く

に
知
る

『
玄
冬
』
続
洛
北
雑
詠
、

つ
く
り
二
〇
下
５

揮
毫
兀
々

富
岡
鉄
斎
の
作
品
を
心
に
描
き
つ
つ
「
揮
毫
兀
々
以
前

年
、
断
送
一
生
書
画
禅
」
と
い
へ
る
そ
の
偶
吟
を
思
ふ

一
三
四
92
鉄てつ
斎さい
の
描えが
け
る
山
に
わ
び
居ゐ
し
て
歌
思
ひ
な
ば
楽
し
か
ら
む
か

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
富
岡
鉄
斎
二
二
三
２

一
三
五
93
こ
の
翁おきな
老おい
て
ふ
こ
と
の
た
ふ
と
さ
を
み
づ
か
ら
つ
く
る
絵
も

て
教
ふ
る

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
富
岡
鉄
斎
二
二
三
１

一
三
六
94
そ
の
ひ
と
の
命いのちの
あ
と
を
思
ひ
つ
つ
鉄
斎
年
譜

て
つ
さ
い
ね
ん
ぷ

見
れ
ば
楽
し
も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
富
岡
鉄
斎
二
二
四
１
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一
三
七
95
鉄
斎
が
描
け
る
憶
良
お
く
ら

の
古
烏
帽
子

ふ
る
え
ぼ
し

曲まが
れ
る
見
れ
ば
い
よ
よ
親
し

く

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
富
岡
鉄
斎
二
二
四
３

一
三
八
96
鉄
斎
の
絵
よ
り
起
れ
る
嵐
気
ら
ん
き

あ
り
見
る
に
面おもてを
吹
か
る
る
ご
と

し

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
富
岡
鉄
斎
二
二
五
１

一
三
九

お
の
づ
か
ら
竹
に
声
あ
る
こ
こ
ち
し
て
暑あつ
さ
を
忘
る
鉄
斎
の
絵

に

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
鉄
斎
遺
墨
四
三
下
７

一
四
〇

蓮
月
も
鉄
斎
も
月
を
見
て
ゐ
た
り
こ
の
絵
の
な
か
に
わ
れ
も
入

ら
ま
し

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
鉄
斎
遺
墨
四
三
下
６

一
四
一

鉄
斎
の
楠
公
父
子

な
ん
こ
う
ふ
し

の
絵
を
見
つ
つ
今
日
の
ひ
と
日
を
心
つ
つ
し

む

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
鉄
斎
遺
墨
四
四
上
１

一
四
二

絵
に
も
な
ほ
声
あ
る
ご
と
き
こ
こ
ち
し
て
漁
樵
問
答

ぎよせうもんだふ
見
れ
ど
見

飽
か
ず

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
鉄
斎
遺
墨
四
三
下
５

一
四
三

描か
き
し
ひ
と
な
つ
か
し
け
れ
ば
絵
の
な
か
の
陶
淵
明

たうえんめい
も
親
し
き

ろ
か
も

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
鉄
斎
遺
墨
四
四
上
２

一
四
四

蘭
の
香
か
鉄
斎
の
絵
の
墨すみ
の
香
か
い
づ
れ
か
わ
か
ね
高
く
す
が

し
も

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
鉄
斎
遺
墨
四
四
上
４

栖
鳳
を
悼
む

一
四
五

信
実
のぶざね

は
八
十
九
ま
で
生
き
た
り
と
思
ひ
歎
け
ど
す
べ
な
き
か
な

や

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
栖
鳳
を
悼
む
三
九
下
３

一
四
六

八
十
に
ひ
と
つ
足
ら
ざ
る
長

寿

ちやうじゆ
さ
へ
亡う
せ
た
ま
ひ
た
る
い
ま

は
か
な
し
も

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
栖
鳳
を
悼
む
四
〇
上
１

一
四
七

絵
の
な
か
の
蛙かはづ
も
今
日
は
な
げ
く
め
り
涅
槃
図

ね
は
ん
づ

中ちゆう
の
虫ちゆう
類るゐ
の

ご
と

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
栖
鳳
を
悼
む
四
〇
上
３

一
四
八

祇
園
会

ぎ
を
ん
ゑ

の
鉾ほこ
の
墨
絵
の
竹
を
見
て
夏
来
る
ご
と
に
君
を
な
げ
か

む

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
栖
鳳
を
悼
む
四
〇
上
４

一
四
九

画
聖
ゑひじり

の
あ
と
を
し
の
ば
む
秋
は
や
き
栖
鳳
せいほう

の
忌
を
年
ご
と
に
し

て

『
玄
冬
』
芸
苑
遺
韻
、
栖
鳳
を
悼
む
四
〇
上
５

栖
鳳
の
冬

栖
鳳
先
生
亡
き
後
の
高
台
寺
畔
の
遺
邸
を
お
と
づ
れ
て

詠
み
け
る
歌

一
五
〇
97
栖
鳳
せいほう

の
忌き
も
や
う
や
く
に
遠
く
し
て
高
台
寺
畔

か
う
だ
い
じ
は
ん

冬
は
来
に
け
り

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
〇
九
１

一
五
一
98
画
ぼ
と
け
の
ま
へ
に
香
焚
き
を
ろ
が
み
て
わ
れ
も
し
づ
け
き
涅ね

槃
図
は
ん
づ

に
入
る

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
〇
１

一
五
二
99
つ
と
入
れ
ば
仏
間
寒

ぶ
つ
ま
さ
む

か
り
み
ほ
と
け
の
絵
の
深
さ
を
ば
思
は
す

る
ご
と

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
〇
２

一
五
三
1
目
を
閉と
ぢ
て
思
ふ
こ
こ
ろ
の
し
づ
け
さ
は
栖
鳳
の
絵
に
し
く
も

の
ぞ
な
き

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
〇
３

一
五
四
1
父
の
こ
と
語
れ
る
ひ
と
も
髪かみ
し
ろ
く
栖
鳳
似
額

せ
い
ほ
う
に
ぬ
か

す
こ
し
さ
び
し

も

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
一
１

一
五
五
1
栖
鳳
が
し
た
し
み
し
山
東

山

ひがしやま
見
つ
つ
し
お
も
ふ
京
の
さ
む
さ

を

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
一
２

一
五
六
1
柿
食
か
き
く

へ
ば
腸
はらわた

寒
く
な
り
に
け
り
栖
鳳
ぼ
と
け
を
ろ
が
み
し
の

ち

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
一
３

一
五
七
1

婢
はしためが

継つ
ぎ
て
去い
に
た
る
炭
見
て
も
こ
こ
ろ
ゆ
く
か
も
亡
き
ひ

と
の
絵
に

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
二
１

一
五
八
1
栖
鳳
が
描か
き
た
ま
ひ
た
る
絵
の
ご
と
き
し
づ
け
き
庭
ぞ
霜
な
降

り
そ
ね

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
二
２

一
五
九
1
三
輪
山

み
わ
や
ま

の
弥
勒
み
ろ
く

の
谷
の
石
ぼ
と
け
置
く
に
ふ
さ
へ
る
庭
ぞ
こ
の

庭

『
京
洛
史
蹟
歌
』
芸
文
遺

、
栖
鳳
の
冬
二
一
二
３
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こ
こ
ろ
足
る

一
六
〇
1
鉄
鉢
てつぱつ

の
絵
な
ど
描か
か
む
と
思
ひ
つ
つ
紙
に
向
へ
ば
わ
が
こ
こ
ろ

足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
八
上
６

一
六
一
1
は
だ
ら
は
だ
ら
髪
白
かみしら

め
ば
か
慷
慨
かうがい

の
歌
も
つ
く
ら
ず
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
八
下
１

一
六
二
1
或
る
と
き
は
己し
が
か
た
く
な
を
寂
し
め
ど
遮

莫

さもあらばあれ
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
八
下
２

一
六
三
1
夜よる
ふ
か
く
祖
国
の
よ
さ
を
書
き
し
文ふみ
読
み
耽
り
つ
つ
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
八
下
３

一
六
四
1
出
が
ら
し
の
番
茶
ばんちや

に
咽
喉
の
ど

を
潤うる
ほ
し
て
あ
ぐ
ら
居ゐ
れ
ば
わ
が
こ

こ
ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
八
下
４

一
六
五
1
友
の
描
き
し
愚
庵
ぐ
あ
ん

の
姿
な
が
め
つ
つ
念
仏
ね
ぶ
つ

申
せ
ば
わ
が
こ
こ
ろ

足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
八
下
５

一
六
六
1
古

袷

ふるあはせ
脱
ぎ
た
る
の
ち
の
さ
は
や
か
さ
空
を
仰
げ
ば
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
八
下
６

一
六
七
1
目
を
閉
ぢ
て
風
に
う
ご
け
る
竹
林
ちくりん

の
さ
ま
を
思
へ
ば
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
八
下
７

一
六
八
1
筑
紫
路

つ
く
し
ぢ

の
旅
に
て
得
た
る
土
鈴
つちすず

を
振
り
み
鳴
ら
し
み
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
上
１

一
六
九
1
い
き
ど
ほ
ろ
し
き
こ
と
思
ふ
日
も
遠
天
をんてん

の
雷
いかづち

聴
け
ば
わ
が
こ

こ
ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
上
２

一
七
〇
1
い
に
し
へ
の
じ
や
が
た
ら
文ぶみ
に
あ
ら
ね
ど
も
消
息
書
け
ば
わ
が

こ
こ
ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
上
３

一
七
一
1
も
の
読
む
も
も
の
う
き
時
は
良
寛
の
仮
名
文
字

か
な
も
じ

見
つ
つ
わ
が
こ

こ
ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
上
４

一
七
二
1
思
ふ
こ
と
遠
く
は
る
け
し
比
叡
ひ
え

が
嶺ね
を
仰
ぎ
て
あ
れ
ば
わ
が
こ

こ
ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
上
５

一
七
三
1
し
づ
か
な
る
朝
の
寝
覚
ね
ざ
め

や
雀
子
すずめこ

の
こ
ゑ
を
聴
き
つ
つ
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
上
６

一
七
四
1
わ
が
思
ひ
知
る
は
汝な
の
み
と
庭
隅
の
石
に
も
の
言
ひ
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
上
７

一
七
五
1
放
庵
はうあん

の
安
土
あ
づ
ち

の
寺
の
ふ
す
ま
絵
の
朴ほほ
の
葉
も
見
つ
わ
が
こ
こ
ろ

足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
下
３

一
七
六
1
朝
ご
と
の
厠かわやに
あ
り
て
竹
の
葉
の
そ
よ
ぐ
を
聴
け
ば
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
下
４

一
七
七
1
魚うを
の
骨ほね
舌
に
触さや
れ
ど
口
馴
れ
し
煮
も
の
の
味あじ
に
わ
が
こ
こ
ろ
足

る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
六
九
下
６

一
七
八
1
み
づ
か
ら
を
嘲あざ
け
る
思
ひ
湧
く
こ
と
も
稀まれ
に
は
あ
れ
ど
わ
が
こ

こ
ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
七
〇
下
４

一
七
九
1
妹いも
が
読
む
宮
本
武
蔵

み
や
も
と
む
さ
し

吾あ
も
読
み
て
ひ
と
日
暮
ら
し
つ
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
七
〇
下
１

一
八
〇
1
膝
組
ひ
ざ
く

み
て
髯ひげ
の
剃
杭
そりくひ

撫
で
居を
れ
ば
う
つ
ら
う
つ
ら
に
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
七
〇
下
２

一
八
一
1
夏
の
夜
の
衾ふすまさ
む
け
く
時
に
痢り
を
病や
む
こ
と
あ
れ
ど
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
七
〇
下
３

一
八
二
1
わ
び
ず
み
は
寂
し
け
れ
ど
も
朝
歩
あさあり

き
夕ゆふ
あ
り
き
し
て
わ
が
こ
こ

ろ
足
る

『
朝
影
』
洛
北
籠
居
、
こ
こ
ろ
足
る
三
七
〇
上
２

巻
後
に

一
八
三

解
説
）わ
れ
す
で
に
鬢
白
びんしら

め
ど
も
三
越
路

み
こ
し
ぢ

の
中
つ
国
辺
く
に
べ

に
や
は
か

老
い
め
や

『
高
志
』
二
〇
年
五
月
号
「
高
志
消
息
」
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三
、『
金
泥
』
の
内
実

前
節
の
一
覧
に
よ
っ
て
、
歌
集
『
金
泥
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト

と
、『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
所
収
『
金
泥
』
と
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
出
来
た
。「
巻
後
に
」
の
一
八
三
番
歌
は
、『
全
集
』
の
解
説
の

方
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
除
い
て
、
本
文
一
八
二
首
に
つ
い

て
ま
と
め
る
。
全
一
八
二
首
の
う
ち
『
全
集
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
歌
が

一
二
九
首
。『
全
集
』
で
省
略
さ
れ
て
い
る
歌
が
五
三
首
で
あ
る
。
五
三

首
の
う
ち
、『
玄
冬
』
所
収
の
も
の
が
五
二
首
、
そ
れ
以
外
の
歌
集
が
一

首
（
第
一
節
で
述
べ
た
ウ
に
該
当
）
で
あ
る
。
一
二
九
首
に
は
、『
玄
冬
』

所
収
歌
一
首
（
第
一
節
で
述
べ
た
エ
に
該
当
）
が
含
ま
れ
、
そ
れ
以
外
の

歌
集
が
一
二
八
首
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
金
泥
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト

と
『
全
集
』
所
収
の
『
金
泥
』
と
の
関
係
で
あ
る
。

次
に
、
歌
集
『
金
泥
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
こ
の
歌

集
の
内
実
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
前
節
の
一
覧
で
は
、『
金
泥
』
の
す
べ

て
の
歌
に
つ
い
て
、
出
典
を
記
載
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、『
金
泥
』
と
い
う
歌
集
は
、
す
べ
て
が
既
発
表
の
歌

で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
文
の
一
八
二
首
の
う
ち
、
た
だ
一
首

を
除
い
て
残
り
の
す
べ
て
は
、『
朝
影
』（
墨
水
書
房
、
一
九
四
三
年
）、

『
京
洛
史
蹟
歌
』（
大
雅
堂
、
一
九
四
四
年
）、『
玄
冬
』（
創
元
社
、
一
九

四
四
年
）
の
三
つ
の
先
行
歌
集
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
例
外
の
一

首
は
、
五
七
番
歌
「
京
の
夜
や
遊
び
の
は
て
の
寂
し
さ
を
か
た
る
が
ご
と

き
宗
達
の
幅
」
で
、
こ
れ
は
『
恋
ぐ
さ
』（
交
蘭
社
、
一
九
二
五
年
）
及

び
『
故
園
』（
木
原
書
店
、
一
九
四
六
年
、『
金
泥
』
の
翌
年
の
発
行
だ

が
、
吉
井
勇
は
「
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
五
年
」
ま
で
の
作
品
と
述
べ
て

い
る
）
の
所
収
歌
で
あ
る
。「
巻
後
に
」
の
「
わ
れ
す
で
に
鬢
白
め
ど
も

三
越
路
の
中
つ
国
辺
に
や
は
か
老
い
め
や
」
は
、
吉
井
勇
の
八
尾
疎
開
中

に
、
富
山
の
翁
久
允
の
主
催
す
る
雑
誌
『
高
志
』
に
載
せ
た
も
の
で
あ

る
。
三
歌
集
の
内
訳
は
『
朝
影
』
三
四
首
、『
京
洛
史
蹟
歌
』
九
三
首
、

『
玄
冬
』
五
四
首
（『
全
集
』
が
残
し
て
い
る
一
首
を
含
む
）
で
あ
る
。

こ
の
三
歌
集
は
、
一
年
余
り
の
間
に
踵
を
接
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
の
『
金
泥
』
が
、
こ
の
中
か
ら

『
玄
冬
』
の
み
を
特
別
視
し
て
、「『
玄
冬
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
作
品
の

重
複
」「
そ
れ
ら
は
削
除
し
た
」
と
す
る
の
は
、
問
題
で
あ
ろ
う
。
結
果

的
に
『
全
集
』
の
『
金
泥
』
は
、『
玄
冬
』
の
所
収
歌
は
削
除
し
、『
朝

影
』『
京
洛
史
蹟
歌
』
の
所
収
歌
の
み
で
本
文
を
建
て
て
お
り
、
い
た
ず

ら
に
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
『
金
泥
』
が
、
既
存
歌
集
の
短
歌
で
編
集
す
る
形
と
な
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、『
金
泥
』
を
含
む

新
日
本
歌
集

と
い
う
叢

書
が
、
戦
時
中
の

決
戦
歌
集

の
企
画
を
そ
の
ま
ま
移
行
さ
せ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
と
、
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

新
日
本
歌
集

の
発
行
元
で
あ
る
八
雲
書
店
は
、
一
五
年
戦
争
の
末

期
、
一
九
四
五
年
六
、
七
月
頃
に

決
戦
歌
集

と
い
う
叢
書
を
企
画
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
刊
行
以
前
に
八
月
一
五
日
の
敗
戦
を
迎
え
た
た
め
に
一

冊
も
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
全
体
像
は
杳
と
し
て
不
明
の

ま
ま
で
あ
る
。
僅
か
に
、
こ
の
叢
書
と
し
て
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
斎

藤
茂
吉
『
萬
軍
』
と
吉
井
勇
『
神
杉
』
の
二
つ
の
歌
集
だ
け
は
入
稿
原
稿

が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
か
ら

決
戦
歌
集

の
叢
書
の
姿
の
一
部
を

窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
み
で

３
）

あ
る
。
ま
た
、
斎
藤
茂
吉
の
日
記
の
七

月
二
〇
日
、
二
三
日
の

４
）

条
や
、
吉
井
勇
の
日
記
七
月
三
〇
日
の
条
に
も
、
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「
決
戦
歌
集
」
と
い
う
名
前
が
見
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
こ
の
叢
書
に
つ
い
て

歌
人
た
ち
へ
の
連
絡
時
期
な
ど
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
補
う
こ
と
が
出
来

る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
吉
井
勇
の
日
記
の
記
述
で
あ
る
。「
午
前
、

八
雲
書
店
飯
田
莫
哀
氏
よ
り
来
状
。
決
戦
歌
集
と
い
へ
る
叢
書
を
出
す

由
。
六
十
四
頁
の
本
に
て
旧
作

５
）

自
選
」
と
あ
り
、「
六
十
四
頁
」
の
小
冊

子
で
、「
旧
作
自
選
」
と
い
う
形
式
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
頃
戦

争
が
末
期
的
症
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
八
雲
書
店
と
し
て

は
早
急
に

決
戦
歌
集

を
刊
行
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
入
稿

の
時
期
を
早
め
る
べ
く
、
書
き
下
ろ
し
で
は
な
く
旧
作
で
歌
人
自
身
が
編

纂
し
、
規
模
も
極
め
て
小
さ
い
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
形
を
と
っ
て
も
、
こ
の
叢
書
は
八
月
一
五
日
に
は
間
に
合
わ

な
か
っ
た
。
上
述
し
た
『
萬
軍
』『
神
杉
』
の
原
稿
は
八
雲
書
店
に
到
着

し
て
い
た
し
、
他
に
も
入
稿
済
み
の
歌
集
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

た
だ
の
一
冊
も
書
籍
の
形
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
佐
藤
佐
太
郎
は

「
八
雲
書
店
が
『
決
戦
歌
集
』
と
銘
う
っ
た
小
歌
集
を
何
冊
か
出
す
計
画

を
し
て
、
岡
麓
や
吉
植
庄
亮
な
ど
の
歌
集
が

６
）

出
た
」
と
述
べ
る
が
、

決

戦
歌
集

が
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
気
配
は
な
い
。
お
そ
ら
く
岡
や
吉
植
に

依
頼
を
し
た
こ
と
を
佐
藤
が
知
っ
て
い
た
か
、
原
稿
の
進
行
状
況
を
知
っ

て
い
た
か
が
、
こ
う
し
た
物
言
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
書
籍
と
し
て

は
一
冊
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
敗
戦
か
ら
数
日
後
に
は
、
出
版
元
は
、
早
く
も

新
日
本
歌

集

の
刊
行
を
決
め
、
歌
人
た
ち
に
連
絡
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
八
月
二

五
日
の
吉
井
勇
宛
の
川
田
順
書
簡
に
「
八
雲
よ
り
「
新
日
本
歌
集
」
の
件

大
兄
へ
も
申
越
候
事
と
存
上
候
」
と

７
）

あ
る
。
こ
の
日
か
数
日
前
に
は
川

田
順
の
と
こ
ろ
へ
こ
の
叢
書
の
連
絡
が
届
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
八
雲
書

店
が
こ
の
企
画
に
着
手
し
た
の
は
、
敗
戦
か
ら
数
日
以
内
の
こ
と
で
あ
る

と
推
測
し
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
と
す
れ
ば

新
日
本
歌
集

は

決
戦

歌
集

の
企
画
を
そ
の
ま
ま
横
滑
り
さ
せ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実

際
に
刊
行
さ
れ
た

新
日
本
歌
集

の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
愛
国
歌
・
戦
争

歌
を
多
く
詠
じ
た
歌
人
が
並
ぶ
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
強
く
推
測
さ
せ
る
。

決
戦
歌
集

を

新
日
本
歌
集

と
す
る
、
八
雲
書
店
の
変
わ
り
身
の

早
さ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
わ
ず
か
数
日

の
間
に
叢
書
名
を
変
え
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
執
筆
要
項
な
ど
を
変
更
す

る
時
間
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た

新
日
本
歌
集

は
、
一
一
月

二
〇
日
に
は
一
挙
八
冊
を
刊
行
し
て
お
り
（
第
六
節
参
照
）、
原
稿
の
依

頼
か
ら
、
入
稿
、
印
刷
、
校
正
、
刊
行
ま
で
わ
ず
か
三
ヶ
月
で
あ
っ
た
。

極
め
て
短
時
間
に
出
版
さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
こ
と
も
押
さ
え
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
歌
人
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
、
今
回
も
極
め
て
短
い
も

の
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
吉
井
勇
は
短
時
日
に
入
稿
す
べ
く
、

決
戦

歌
集

の
時
と
同
じ
よ
う
に
、「
旧
作
自
選
」
の
形
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

猶
、

新
日
本
歌
集

全
体
に
つ
い
て
は
、
第
六
節
で
詳
述
す
る
。

吉
井
勇
の
『
金
泥
』
は
、『
朝
影
』『
京
洛
史
蹟
歌
』『
玄
冬
』
の
三
歌

集
か
ら
歌
を
選
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

決
戦
歌
集

の
一
冊
と
し
て
作

成
さ
れ
た
『
神
杉
』
の
方
は
『
朝
影
』『
霹
靂
』（
一
条
書
房
、
一
九
四
三

年
）『
玄
冬
』
の
「
旧
作
自
選
」
で
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

決
戦
歌
集

『
神
杉
』
を
形
成
し
て
い
た
三
歌
集
の
中
か
ら
『
霹

靂
』
を
外
し
て
、『
京
洛
史
蹟
歌
』
を
新
た
に
選
歌
の
対
象
と
し
た
も
の

が
『
金
泥
』
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
朝
影
』
や
『
玄
冬
』
か
ら
選
ば

れ
た
歌
も
、

決
戦
歌
集

『
神
杉
』
と

新
日
本
歌
集

『
金
泥
』
と
で

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
差
し
替
え
ら
れ
て

８
）

い
る
。
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新
た
に
加
わ
っ
た
『
京
洛
史
蹟
歌
』
か
ら
取
ら
れ
た
歌
が
九
三
首
、
全

体
の
半
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
金
泥
』
は
、

第
二
の
『
京
洛
史
蹟
歌
』
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
歌
集
名
の
由

来
と
な
っ
た
二
一
番
歌
「
金
泥
の
ま
ば
ゆ
き
絵
を
ば
ま
へ
に
し
て
老
有
徳

斎
在
り
し
日
や
何
時
」
も
や
は
り
『
京
洛
史
蹟
歌
』
所
収
歌
で
あ
っ
た
。

こ
の
歌
が
鷹
が
峰
と
本
阿
弥
光
悦
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
真
葛

が
原
、
大
徳
寺
、
落
柿
舎
、
神
光
院
、
な
ど
の
京
洛
の
史
蹟
を
辿
り
な
が

ら
、
そ
れ
ら
の
史
蹟
と
ゆ
か
り
の
深
い
池
大
雅
、
千
利
休
、
松
尾
芭
蕉
、

大
田
垣
蓮
月
ら
を
追
慕
す
る
歌
を
集
め
て
一
つ
の
歌
集
と
し
た
も
の
が

『
金
泥
』
の
内
実
な
の
で
あ
る
。

四
、『
金
泥
』
の
構
成

歌
集
『
金
泥
』
は
、
先
行
す
る
三
歌
集
か
ら
秀
歌
を
抜
い
た
だ
け
で
は

な
い
。
明
確
な
構
成
意
識
を
持
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

一
例
と
し
て
、
冒
頭
の
「
鷹
が
峰
」「
本
阿
弥
光
悦
」
の
二
群
を
見
て

み
よ
う
。「
鷹
が
峰
」
の
歌
群
は
、
鷹
が
峰
に
到
着
し
て
洛
中
の
方
を
見

た
遠
景
が
「
見
は
る
か
す
大
き
眺
め
」「
洛
中
の
万
戸
の
家
も
遠
く
」
と

始
ま
り
、
次
い
で
近
景
に
転
じ
る
。「
玄
啄
の
山
荘
守
」
に
「
光
悦
寺
道

を
た
づ
ね
」
て
、
歩
む
う
ち
に
「
吉
野
大
夫
の
墓
の
あ
る
寺
」
を
通
り
過

ぎ
、「
大
虚
庵
」
に
到
着
す
る
。
光
悦
寺
を
訪
ね
る
と
、「
夏
の
日
は
烈

し
」
い
中
で
も
、「
大
き
寂
し
さ
」
や
、「
背
筋
は
し
る
」「
寒
さ
」
を
感

じ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
手
向
け
ら
れ
る
花
も
な
く
偉
大
な
る
先
人
が
静
か

に
眠
る
「
寂
し
」
さ
を
繰
り
返
し
描
写
し
た
後
、「
光
悦
の
墓
を
を
ろ
が

み
ゐ
る
時
は
刺
せ
る
藪
蚊
も
に
く
か
ら
ぬ
か
な
」
と
軽
や
か
に
転
じ
、

「
紙
屋
川
の
川
ぞ
ひ
道
を
下
」
っ
て
帰
途
に
つ
き
、
今
日
一
日
の
記
憶
を

「
わ
び
居
の
記
に
は
い
か
に
書
か
ま
し
」
と
結
ぶ
。
つ
づ
く
「
本
阿
弥
光

悦
」
の
歌
群
で
は
、
光
悦
の
「
鹿
の
蒔
絵
の
硯
箱
」「
鷹
が
峰
と
い
ふ
銘

の
あ
る
光
悦
の

」「
本
阿
弥
切
」
な
ど
が
次
々
と
取
り
上
げ
ら
れ
、「
光

悦
の
長
き
一
生
」
に
思
い
を
馳
せ
る
形
で
、
こ
の
二
つ
の
歌
群
は
閉
じ
ら

れ
る
。
元
の
『
京
洛
史
蹟
歌
』「
芸
文
遺

」
の
排
列
を
生
か
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
個
々
の
短
歌
だ
け
で

は
な
く
、
連
作
で
構
成
さ
れ
る
世
界
も
含
め
て
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
行
す
る
歌
集
を
組
み
合
わ
せ
て
、『
金
泥
』
が
新
た
に
作
り
上
げ
る

世
界
も
あ
る
。
九
番
目
の
歌
群
「
落
柿
舎
」
は
『
京
洛
史
蹟
歌
』「
芸
文

遺

」
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
『
玄
冬
』「
先
達
讃
歌
」
の
「
松
尾

芭
蕉
」
を
つ
な
い
だ
意
図
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
次
の
「
旅
ご
こ
ろ
」
は
、

同
じ
『
玄
冬
』
で
も
、「
先
達
讃
歌
」
で
は
な
く
「

旅
旅
情
」
の
項
目

か
ら
引
用
さ
れ
て
お
り
、「
彦
山
」「
遠
野
」「
飛
驒
」
な
ど
地
名
が
散
在

す
る
こ
と
か
ら
、
流
離
の
思
い
一
般
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
松
尾
芭
蕉
」
の
歌
群
の
後
ろ
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
芭

蕉
に
触
発
さ
れ
て
旅
に
出
て
行
く
よ
う
に
読
め
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

歌
集
『
金
泥
』
の
後
半
部
で
は
、「
神
光
院
」「
蓮
月
抄
」「

つ
く
り
」

「
揮
毫
兀
々
」
と
三
七
首
を
連
ね
て
、
大
田
垣
蓮
月
と
富
岡
鉄
斎
の
師
弟

を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
神
光
院
」「
蓮
月
抄
」「
揮
毫
兀
々
」
が
、『
京
洛

史
蹟
歌
』「
芸
文
遺

」
を
淵
源
と
し
、「

つ
く
り
」
は
『
玄
冬
』「
続

洛
北
雑
詠
」
を
淵
源
と
す
る
。
蓮
月
そ
の
人
を
詠
じ
た
「
神
光
院
」「
蓮

月
抄
」
と
、
鉄
斎
の
作
品
を
扱
っ
た
「
揮
毫
兀
々
」
を
直
結
さ
せ
る
の
で

は
な
く
て
、
蓮
月
と
縁
の
あ
る
「

つ
く
り
」
歌
群
を
間
に
挟
む
こ
と
に
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よ
っ
て
、
ゆ
る
や
か
に
両
者
が
つ
な
が
る
働
き
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
「
揮
毫
兀
々
」
歌
群
も
、『
京
洛
史
蹟
歌
』『
玄
冬
』
を
組
み
合

わ
せ
て
量
的
拡
大
を
図
り
、「
神
光
院
」
に
始
ま
る
蓮
月
の
大
き
な
歌
群

に
対
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
と
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

竹
内
栖
鳳
に
関
し
て
言
え
ば
、『
玄
冬
』
か
ら
引
用
し
た
「
栖
鳳
を
悼

む
」
と
、『
京
洛
史
蹟
歌
』
か
ら
引
用
し
た
「
栖
鳳
の
冬
」
の
二
つ
の
歌

群
で
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
前
者
の
末
尾
の
歌
と
、
後
者
の
冒

頭
の
歌
に
、
と
も
に
「
栖
鳳
の
忌
」
と
い
う
語
を
有
す
る
歌
を
置
い
て
連

接
を
は
か
っ
て
い
る
。

『
金
泥
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
に
拠
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
歌

集
の
構
成
意
識
、
編
集
意
識
、
様
々
な
工
夫
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

五
、「
こ
こ
ろ
足
る
」
歌
群
か
ら

歌
集
『
金
泥
』
は
、
光
悦
・
大
雅
・
利
休
・
蓮
月
ら
の
先
人
と
京
都
の

史
蹟
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
極
め
て
具
体
的
な
歌
材
で
形
成
さ
れ

て
い
る
が
、
最
後
の
「
こ
こ
ろ
足
る
」
歌
群
だ
け
は
異
質
で
あ
る
。
全
二

三
首
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、『
金
泥
』
の
歌
題
の
中
で
は
、
最
も
多
く

の
歌
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
歌
集
の
末
尾
に
置
か
れ
た
こ
と
と
い
い
、
最

大
の
歌
数
を
持
つ
こ
と
と
い
い
、「
こ
こ
ろ
足
る
」
歌
群
は
、
歌
集
『
金

泥
』
の
総
論
的
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
せ
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
。

総
論
と
言
っ
て
も
、
各
論
・
各
説
に
あ
た
る
史
蹟
や
先
人
へ
の
敬
慕
の

歌
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
六
八
番
「
筑
紫
路
の
旅

に
て
得
た
る
土
鈴
を
振
り
み
鳴
ら
し
み
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」
は
「
旅
ご
こ

ろ
」
歌
群
と
緊
密
な
も
の
が
あ
る
し
、
一
七
一
番
「
も
の
読
む
も
も
の
う

き
時
は
良
寛
の
仮
名
文
字
見
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」
は
「
良
寛
を
思

ふ
」
の
歌
群
の
中
に
置
い
て
も
違
和
感
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に

も
、
一
六
五
番
「
友
の
描
き
し
愚
庵
の
姿
な
が
め
つ
つ
念
仏
申
せ
ば
わ
が

こ
こ
ろ
足
る
」、
一
六
七
番
「
目
を
閉
ぢ
て
風
に
う
ご
け
る
竹
林
の
さ
ま

を
思
へ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」、
一
七
五
番
「
放
庵
の
安
土
の
寺
の
ふ
す

ま
絵
の
朴
の
葉
も
見
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」
な
ど
、
そ
れ
以
前
の
歌
群
に

通
底
す
る
も
の
が
る
。

そ
の
一
方
で
、
一
六
四
番
「
出
が
ら
し
の
番
茶
に
咽
喉
を
潤
ほ
し
て
あ

ぐ
ら
ゐ
居
れ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」、
一
六
六
番
「
古
袷
脱
ぎ
た
る
の
ち

の
さ
は
や
か
さ
空
を
仰
げ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」、
一
七
七
番
「
魚
の
骨

舌
に
触
れ
ど
口
馴
れ
し
煮
も
の
の
味
に
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」
の
よ
う
に
、

日
常
の
さ
り
げ
な
い
一
コ
マ
の
中
に
自
足
の
思
い
を
巧
み
に
詠
み
込
ん
だ

も
の
が
あ
り
、
一
六
一
番
「
は
だ
ら
は
だ
ら
髪
白
め
ば
か
慷
慨
の
歌
も
つ

く
ら
ず
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」、
一
七
八
番
「
み
づ
か
ら
を
嘲
け
る
思
ひ
湧

く
こ
と
も
稀
に
は
あ
れ
ど
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」
の
よ
う
に
、
年
齢
を
重
ね

て
慷
慨
、
自
嘲
の
思
い
を
飼
い
慣
ら
す
術
も
得
て
、
一
七
四
番
「
わ
が
思

ひ
知
る
は
汝
の
み
と
庭
隅
の
石
に
も
の
言
ひ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」
と
い
う

境
地
へ
と
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
七
三
番
「
し
づ
か
な
る

朝
の
寝
覚
め
や
雀
子
の
こ
ゑ
を
聴
き
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」
な
ど
は
、

人
生
の
嵐
の
後
の
安
住
の
思
い
を
遺
憾
な
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

先
人
と
対
話
し
旧
蹟
を
訪
ね
る
こ
と
で
、
静
か
な
時
間
の
中
に
身
を
置

く
喜
び
の
よ
う
な
も
の
を
歌
っ
た
『
金
泥
』
の
本
質
を
、「
こ
こ
ろ
足
る
」

歌
群
は
、
ま
た
別
の
形
で
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
生
の
嵐
の
後
の
安
住
の
思
い
、
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
出
口
の
な
い
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日
中
戦
争
が
そ
の
ま
ま
太
平
洋
戦
争
に
拡
大
し
、
敗
戦
と
い
う
形
で
漸
く

終
結
を
迎
え
た
日
本
の
状
況
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。『
金
泥
』
が

「
先
を
争
う
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い

９
）

っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
上
の
よ
う
な
事
情
も
参
与
し
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
特

に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
金
泥
』
の
色
調
を
明
確
に
示
す
「
こ
こ

ろ
足
る
」
歌
群
は
戦
後
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
戦
争
中
の
一
九
四
三

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
朝
影
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

威
勢
の
良
い
発
言
が
席
巻
す
る
時
代
に
お
い
て
、
吉
井
勇
も
又
戦
争
を
詠

じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
自

己
に
沈
潜
す
る
歌
を
多
く
作
っ
て
い
た
こ
と
は
顧
み
ら
れ
て
良
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
遡
れ
ば
、
歌
集
『
朝
影
』
の
評
価
の
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て

く
る
の
で
あ

10
）

る
が
、
こ
こ
で
は
問
題
の
提
示
に
の
み
留
め
て
お
く
。

吉
井
勇
は
、
初
句
や
結
句
に
同
じ
表
現
を
用
い
て
連
作
を
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
。『
金
泥
』
に
も
「
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」
で
締
め
く
く
る
二

三
首
の
他
に
も
、「
旅
ご
こ
ろ
」
を
初
句
に
お
く
九
首
が
あ
る
。「
旅
ご
こ

ろ
」
と
い
う
具
体
的
・
限
定
的
な
表
現
の
歌
群
に
比
べ
る
と
、「
こ
こ
ろ

足
る
」
歌
群
の
方
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
詠
み
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
表
現
の
幅
の
広
さ
と
い
う
点
で
は
優
れ
て
い
る
。
歌
集
『
天
彦
』

（
甲
鳥
書
林
、
一
九
三
九
年
）
冒
頭
の
「
寂
し
け
れ
ば
」「
続
寂
し
け
れ

ば
」
の
長
大
な
歌
群
に
も
匹
敵
す
る
、
吉
井
勇
の
短
歌
全
体
を
考
え
る
上

で
も
重
要
な
歌
群
で
あ
る
。

六
、

新
日
本
歌
集

に
つ
い
て

こ
こ
で
『
金
泥
』
を
含
む

新
日
本
歌
集

全
体
に
関
し
て
述
べ
て
お

く
。

『
金
泥
』
の
巻
末
に
は

新
日
本
歌
集

の
書
名
一
覧
が
附
さ
れ
て
い

る
。
掲
載
順
に
、
川
田
順
『
夕
陽
居
歌
抄
』、
吉
井
勇
『
金
泥
』、
土
岐
善

麿
『
秋
晴
』、
吉
植
庄
亮
『
稲
の
花
粉
』、
結
城
哀
草
果
『
鶏
鳴
』、
佐
佐

木
信
綱
『
黎
明
』、
斎
藤

『
光
土
』、
下
村
海
南
『
蘇
鉄
』、
釈
迢
空

『
山
の
端
』、
斎
藤
茂
吉
『
題
未
定
』、
岡
麓
『
土
大
根
』
の
一
一
冊
で
あ

る
。「
Ａ
６
判
六
四
頁
・
中
川
一
政
装
幀
」「
各
冊

定
価
一
円
五
十
銭
」

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
六
四
頁
」
は
、
第
三
節
で
引
用
し
た
吉
井
勇
の

『
日
記
』
に
記
さ
れ
た

決
戦
歌
集

の
頁
数
と
一
致
す
る
。

こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
戦
時
中
愛
国
歌
を
多
く
詠
じ
た
人
物

が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
戦
時
下
の
象
徴
の
よ
う
な
『
愛
国
百
人
一

首
』
の
選
者
に
名
を
連
ね
て
い
た
、
佐
佐
木
信
綱
・
斎
藤
茂
吉
・
斎
藤

・
川
田
順
・
釈
迢
空
・
吉
植
庄
亮
ら
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る

土
屋
文
明
も
ま
た
『
愛
国
百
人
一
首
』
の
選
者
で
あ
っ
た
。「
新
日
本
」

と
命
名
さ
れ
た
歌
集
の
叢
書
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
歌
集
を
集
め
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
留
意
す
る
必
要
が
あ

11
）

ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
リ
ス
ト
の
中
で
、
川
田
順
『
夕
陽
居
歌
抄
』
か
ら
下
村
海

南
『
蘇
鉄
』
ま
で
の
八
冊
が
、
一
九
四
六
年
一
一
月
二
〇
日
に
同
時
に
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
か
ら
三
か
月
の
ス
ピ
ー
ド
刊
行
で
あ
る
。
最
後
の

三
冊
が
一
一
月
刊
行
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
リ
ス
ト
は

一
挙
刊
行
の
八
冊
を
前
に
、
続
刊
予
定
と
し
て
三
冊
を
後
ろ
に
並
べ
た
形

で
あ
る
。
こ
の
『
金
泥
』
巻
末
の
リ
ス
ト
の
一
一
人
が
、
こ
の
叢
書
の
最

終
企
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
最
終
と
言
っ
た
の
は
、『
金
泥
』
と
同

じ
く
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
歌
集
の
中
で
、『
光
土
』『
黎
明
』『
蘇
鉄
』

の
三
冊
の
巻
末
目
録
に
は
、
も
う
一
人
「
土
屋
文
明

題
未
定
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
土
屋
文
明
も
当
初
は
こ
の
叢
書
に
参
加
す
る
予
定
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で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
が
何
ら
か
の
事
情
で
、
こ
の
企
画
か
ら
撤
退
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

一
一
月
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
三
人
の
う
ち
、
岡
麓
『
土
大
根
』
が
次

に
、
翌
四
六
年
一
月
に
刊
行
さ

12
）

れ
る
。「
題
未
定
」
で
あ
っ
た
斎
藤
茂
吉

の
歌
集
が
『
浅
流
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
の
が
同
年
四
月
、
釈
迢
空
『
山

の
端
』
が
同
六
月
の
出
版
で
、『
金
泥
』
巻
末
の
リ
ス
ト
に
あ
っ
た
一
一

人
の
歌
集
は
す
べ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
た
三
冊
の
う

ち
、
岡
麓
『
土
大
根
』
は
、
一
一
月
刊
行
の
八
冊
と
同
一
の
装
幀
で
あ
る

の
だ
が
、
斎
藤
茂
吉
『
浅
流
』
と
釈
迢
空
『
山
の
端
』
の
二
冊
は
、
装
幀

も
、
判
型
も
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
あ
る
。『
土
大
根
』
ま
で
の
九
冊
は
、

巻
末
リ
ス
ト
に
言
う
よ
う
に
Ａ
６
判
で
、
扉
に
は
「
新
日
本
歌
集
」
と
朱

で
印
字
さ
れ
、
朱
の
陰
刻
で
「
一
政
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、

『
浅
流
』『
山
の
端
』
の
二
冊
は
四
六
判
と
判
型
が
大
き
く
な
り
、
扉
に

「
新
日
本
歌
集
」
の
文
字
も
「
一
政
」
の
印
も
な
い
。
表
紙
も
全
く
異
な

り
、
前
の
九
冊
が
戦
争
直
後
の
粗
末
な
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら

の
二
冊
は
や
や
厚
手
の
比
較
的
良
い
表
紙
が
附
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
判

型
の
大
き
な
二
冊
も
、
本
文
の
組
み
方
は
先
の
九
冊
と
同
じ
で
、
活
字
も

小
さ
な
九
ポ
イ
ン
ト
活
字
の
ま
ま
で
あ
り
、
四
六
判
の
紙
に
不
自
然
な
ほ

ど
中
央
に
ま
と
め
て
印
字
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
当
初
の
Ａ
６
判
の

新
日
本
歌
集

の
形
で
活
字
を
組
ん
だ
も
の
の
、
用
紙
に
余
裕
が
出
来

た
た
め
か
、
四
六
判
の
本
と
し
た
た
め
に
、
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い

本
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
扉
も
変
わ
っ
て
い
る
か
ら

新
日
本
歌
集

と
い
う
名
前
は
『
浅
流
』『
山
の
端
』
の
ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
定
価
も

変
わ
っ
て

13
）

い
る
。
奥
付
は
同
じ
型
を
流
用
し
た
た
め
か
、
奥
付
の
枠
の
右

外
に
「
装
幀

中
川
一
政
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
川
一
政
の
装
幀
で
は

な
い
。
版
元
が
誤
っ
て
こ
の
部
分
を
残
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
書

誌
情
報
な
ど
で
、『
浅
流
』『
山
の
端
』
を
中
川
一
政
の
装
幀
と
し
て
い
る

の
は
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

14
）

な
い
。

こ
の

新
日
本
歌
集

の
企
画
過
程
を
窺
わ
せ
る
貴
重
な
資
料
が
あ

る
。『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
第
三
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
に
収

載
さ
れ
て
い
る
、
一
九
四
五
年
八
月
（
日
不
詳
）
の
土
屋
文
明
宛
の
書
簡

（
書
簡
番
号
五
五
一
〇
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
土
岐
善
麿
そ
の
他
よ
り

貴
堂
の
御
宿
所
た
づ
ね
ま
ゐ
り
候
に
つ
き
御
知
ら
せ
申
上
げ
お
き
候
、
八

雲
書
店
か
ら
、
皆
の
も
の
小
歌
集
に
し
て
出
す
と
い
ふ
に
よ
り
、
兎
に

角
、
承
諾
し
置
き
候
、
大
兄
も
御
承（
託ママ
の）

ほ
ど
御
願
上
候

大
兄
の
方

は
、
大
兄
、
小
生
、
吉
井
、
土
岐
、
吉
植
等
の
割
当
の
如
く
に
御
座
候
、

岡
先
生
に
も
御
依
願
の
意
向

15
）

に
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
八

月
に
「
八
雲
書
店
か
ら
」
と
あ
る
以
上
、
こ
の
「
小
歌
集
」
は
、
敗
戦
以

前
な
ら

決
戦
歌
集

、
敗
戦
以
後
な
ら

新
日
本
歌
集

で
あ
る
。
敗

戦
間
近
の
混
乱
し
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
戦
後
、
八
月
下

旬
あ
た
り
に
か
か
れ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。「
皆
の
も
の
」
と
い
う
言

い
方
も
、
す
で
に
一
定
の
メ
ン
バ
ー
が
斎
藤
茂
吉
の
頭
に
あ
っ
て
、
そ
の

人
々
の
「
小
歌
集
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

決
戦
歌
集

の
た
め
に
糾
合

さ
れ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
の
歌
集
を
別
の
形
と
し
て
出
す
計
画
と
理
解
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

斎
藤
茂
吉
の
日
記
に
名
前
が
見
ら
れ
る
、「
吉
井
（
勇
）」「
土
岐
（
善

麿
）」「
吉
植
（
庄
亮
）」「
岡
（
麓
）」、
そ
れ
に
手
紙
の
発
信
者
斎
藤
茂

吉
、
す
べ
て

新
日
本
歌
集

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
土
岐

善
麿
が

新
日
本
歌
集

の
こ
と
で
土
屋
文
明
に
連
絡
を
取
る
必
要
が
あ

っ
て
、
斎
藤
茂
吉
に
住
所
を
尋
ね
た
の
で
は
な
い
か
。
受
信
者
の
土
屋
文
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明
も
、
一
時

新
日
本
歌
集

の
出
版
予
定
書
目
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い

た
こ
と
は
上
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
大
兄
の
方
は
」「
割
当
」
と
い
う

の
は
、
土
屋
文
明
が
、
こ
の
叢
書
の
中
で
あ
る
程
度
の
人
数
の
ま
と
め
役

を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
岡
麓
、
斎

藤
茂
吉
、
土
屋
文
明
に
「
吉
井
（
勇
）」「
土
岐
（
善
麿
）」「
吉
植
（
庄

亮
）」
を
含
め
て
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
歌
人
で
あ
っ
て
も
結
城
哀
草
果
が
こ
の
中
に
入
っ
て
い

な
い
の
は
、
茂
吉
が
書
き
落
と
し
た
た
め
で
あ
ろ

16
）

う
か
。

新
日
本
歌
集

の
残
り
の
メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
、
佐
佐
木
信
綱
、
下

村
海
南
、
斎
藤

、
川
田
順
と
『
心
の
花
』
系
の
歌
人
に
、
釈
迢
空
が
加

わ
っ
た
形
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
川
田
順
あ
た
り
が
ま
と
め
役
で
あ
ろ
う

か
。

新
日
本
歌
集

、
さ
か
の
ぼ
れ
ば

決
戦
歌
集

は
、『
ア
ラ
ラ

ギ
』、『
心
の
花
』
の
二
大
結
社
を
中
心
に
計
画
が
進
め
ら
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

七
、
残
さ
れ
た
問
題

最
後
に
、
残
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お

く
。ま

ず
、『
金
泥
』
の
歌
は
、
本
当
に
『
朝
影
』『
京
洛
史
蹟
歌
』『
玄
冬
』

の
三
歌
集
か
ら
抽
出
さ
れ
た
と
し
て
良
い
か
と
い
う
確
認
が
必
要
で
あ

る
。
吉
井
勇
は
、
自
己
の
秀
歌
を
複
数
の
歌
集
に
重
出
さ
せ
る
こ
と
が
あ

る
。『
金
泥
』
に
選
ば
れ
た
歌
も
、
他
の
歌
集
で
も
見
ら
れ
る
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
ら
の
歌
集
の
中
で
、
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

吉
井
勇
の
友
人
で
も
あ
る
山
崎
斌
の
草
木
屋
出
版
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
月
明
先
人
集
』（
一
九
四
四
年
）
で
あ
る
。
刊
行
も
『
京
洛
史
蹟
歌
』

『
玄
冬
』
と
同
年
、
光
悦
、
利
休
、
芭
蕉
、
大
雅
ら
に
関
す
る
歌
を
集
め

た
も
の
で
、
内
容
の
上
で
『
金
泥
』
に
重
な
る
部
分
が
多
い
。
実
際
「
本

阿
弥
光
悦
」
の
歌
な
ど
は
『
京
洛
史
蹟
歌
』『
月
明
先
人
集
』
の
両
方
と

ほ
と
ん
ど
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
歌
の
排
列
は
『
金
泥
』
と

『
京
洛
史
蹟
歌
』
が
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
月
明
先
人
集
』
で
は

歌
順
が
多
少
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
例
か
ら
な
ど
か
ら
、『
金
泥
』

は
『
月
明
先
人
集
』
で
は
な
く
、『
京
洛
史
蹟
歌
』
の
方
か
ら
採
取
し
た

と
、
断
じ
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

一
六
番
歌
「
鷹
が
峰
に
光
悦
あ
り
て
う
つ
し
世
の
美
し
き
も
の
い
ま
だ

滅
び
ず
」
は
『
京
洛
史
蹟
歌
』
と
同
文
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
月
明
先
人

集
』
本
阿
弥
光
悦
、
七
八
頁
で
は
、
二
句
の
後
半
以
降
が
「
光
悦
あ
り
し

世
よ
り
な
ほ
美
し
き
こ
と
語
り
継
ぐ
が
ね
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

例
か
ら
、『
金
泥
』
が
『
月
明
先
人
集
』
か
ら
採
取
し
た
可
能
性
は
低
く
、

『
京
洛
史
蹟
歌
』
な
ど
の
三
歌
集
か
ら
歌
を
選
ん
だ
も
の
と
考
え
て
良
か

ろ
う
。『
金
泥
』
と
、『
京
洛
史
蹟
歌
』
な
ど
の
三
歌
集
と
の
異
同
は
多
く

は
な
い
が
、
六
番
歌
の
第
二
句
「
烈
し
く
照
れ
ど
」
が
『
朝
影
』
で
は

「
明
る
く
照
れ
ど
」
で
あ
っ
た
例
な
ど
が

17
）

あ
る
。

次
に
、

決
戦
歌
集

『
神
杉
』
と

新
日
本
歌
集

『
金
泥
』
と
の
関

係
に
つ
い
て
。
敗
戦
と
い
う
大
変
動
を
間
に
挟
ん
で
い
る
の
で
、
当
然
こ

の
二
つ
の
歌
集
は
内
容
的
に
断
絶
し
て
い
る
の
だ
が
、
意
外
な
こ
と
に
共

通
す
る
歌
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
六
一
番
歌
「
は
だ
ら
は
だ
ら

髪
白
め
ば
か
慷
慨
の
歌
も
つ
く
ら
ず
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
」、
一
六
九
番
歌

「
い
き
ど
ほ
ろ
し
き
こ
と
思
ふ
日
も
遠
天
の
雷
聴
け
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足

る
」
な
ど
「
こ
こ
ろ
足
る
」
歌
群
に
三
首
見
ら
れ
る
ほ
か
、「
巻
後
に
」

の
「
わ
れ
す
で
に
鬢
白
め
ど
も
三
越
路
の
中
つ
国
辺
に
や
は
か
老
い
め
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や
」
も
ま
た
、『
神
杉
』
と
『
金
泥
』
と
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
吉
井
勇
が
未
だ

決
戦
歌
集

の
時
代
を
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
そ
も
そ
も

決
戦
歌
集

の
中
に
「
豆
腐
の
歌
」
や
「
こ
こ
ろ

足
る
」
な
ど
自
己
を
内
省
し
た
り
自
然
に
目
を
向
け
る
姿
勢
の
歌
が
少
な

く
な
か
っ
た
こ
と
に
依
る
も
の
で
も
あ

18
）

ろ
う
。

戦
争
と
短
歌
、
戦
争
と
歌
人
の
問
題
は
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
出
来
な

い
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
分
析
が
極
め
て
困
難
な
も
の
で
も
あ

る
。
今
日
の
立
場
か
ら
一
方
的
に
断
罪
す
る
こ
と
が
非
生
産
的
で
あ
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
誰
も
が
そ
う
で
あ
っ
た
、
そ
う
い
う
時
代
で
あ

っ
た
と
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
の
よ
う
に
ひ
と
し
な
み
に
棚
上
げ
に
す
る

こ
と
は
、
一
層
問
題
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
一
人
一
人
の
歌
人
が
戦
時

下
で
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
た
の
か
、
一
つ
一
つ
の
歌
集
を
丁
寧
に
見
て

戦
意
高
揚
の
内
実
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
個
別
に
丁
寧
に

再
検
討
す
る
作
業
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
基
礎
作
業
に
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
、『
金
泥
』
の
本
文
提
供
と
、
考
察
を
行
っ
た
も
の
が

本
稿
で
あ
る
。

注１
）

国
会
図
書
館
は
所
蔵
せ
ず
、
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ
に
よ
れ
ば
一
六
大
学
が
所
蔵
す
る

の
み
。

２
）

公
的
機
関
の
所
蔵
本
を
調
査
し
た
限
り
で
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

の
も
の
が
最
も
保
存
が
良
か
っ
た
。
手
元
に
数
部
集
め
て
み
た
が
い
ず
れ
も
美

本
と
は
言
い
難
い
。

３
）

斎
藤
茂
吉
の
『
萬
軍
』
に
関
し
て
は
、
秋
葉
四
郎
『
茂
吉
幻
の
歌
集
「
萬

軍
」

戦
争
と
斎
藤
茂
吉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
が
最
も
詳
し
い
。

『
神
杉
』
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
和
歌
文
学
会
大
会
で
稿
者
が

報
告
し
た
。

４
）

七
月
二
〇
日
「
決
戦
歌
集
（
八
雲
書
店
）
ヲ
編
セ
ン
コ
ト
ヲ
急
ニ
オ
モ
ヒ
選

ビ
ナ
ガ
ラ
書
簡
巻
紙
ニ
書
イ
テ
行
キ
百
二
十
首
ア
マ
リ
ヲ
選
ン
デ
夕
ニ
至
ツ

タ
」、
二
三
日
「
八
雲
書
店
ヨ
リ
電
報
ハ
決
戦
歌
集
ノ
催
促
デ
ア
ツ
タ
」。
本
文

は
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
三
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
に
拠
る
、
た
だ

し
漢
字
を
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

５
）

本
文
は
細
川
光
洋
「
吉
井
勇
の
戦
中
疎
開
日
記

中
）｜『
続
北
陸
日
記
１
』」

（
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部
『
国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究
』
一
七
巻
一

号
、
二
〇
一
八
年
九
月
）
に
拠
る
、
た
だ
し
漢
字
を
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

６
）
『
短
歌
を
味
わ
う
こ
こ
ろ
』（
角
川
選
書
、
一
九
八
八
年
）。『
佐
藤
佐
太
郎

集
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
に
も
所
収
。

７
）

田
坂
「
吉
井
勇
と
川
田
順

｜
昭
和
二
十
年
前
後
の
書
簡
を
中
心
に
｜
」

（
同
志
社
大
学
『
社
会
科
学
』
四
六
巻
四
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
）。

８
）

共
通
す
る
歌
は
「
こ
こ
ろ
足
る
」
歌
群
の
三
首
と
、「
巻
後
に
」
の
一
首
で

あ
る
。
七
節
参
照
。

９
）

木
俣
修
『
吉
井
勇
研
究
』（
番
町
書
房
、
一
九
七
七
年
）。

19
）
『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
の
『
朝
影
』
の
巻
末
解
説
は
、
書
誌
的
解
説
の
後
、

吉
井
自
身
の
後
記
を
引
用
す
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
「
昭
和
十
六
年
十
二
月
は

太
平
洋
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
時
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
集
に
は
そ
の
「
大
詔
」
に

対
す
る
感
動
、
緒
戦
の
捷
報
に
対
す
る
讃
歌
な
ど
の
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ

う
。「
御
民
吾
」
と
い
っ
た
章
に
そ
れ
ら
が
集
め
ら
れ
て
い
る
」
と
だ
け
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
歌
集
に
対
す
る
印
象
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
は

な
い
か
。『
朝
影
』
は
「
比
叡
懺
法
」「
洛
北
籠
居
」「
京
洛
往
来
」「
御
民
吾
」

「
鑑
賞
余
響
」「
近
畿
遊
草
」「
続
草
廬
漫
歌
」「
土
佐
路
の
旅
」「
信
濃
路
の

旅
」
の
歌
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
讃
歌
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

11
）

個
々
の
歌
人
研
究
の
範
囲
内
で
戦
争
と
の
関
わ
り
を
究
明
し
た
好
著
は
多
い

が
、
複
数
の
歌
人
を
広
い
視
野
で
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
、
三
枝
昻
之
『
昭

和
短
歌
の
精
神
史
』（
本
阿
弥
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）、
小
木
宏
『
歌
人
の
戦
争

責
任
』（
な
が
ら
み
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

12
）

新
日
本
歌
集

は
時
代
も
時
代
で
あ
る
た
め
、
極
め
て
粗
末
な
造
本
で
印

刷
も
悪
く
、
判
読
に
苦
労
す
る
の
で
あ
る
が
、『
土
大
根
』
だ
け
は
『
歌
稿
土
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大
根
』（
柳
沢
書
苑
、
一
九
七
〇
年
）
と
い
う
形
で
も
読
む
こ
と
が
出
来
る
。

他
に
『
全
歌
集
』『
全
集
』
等
に
再
録
さ
れ
た
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
。

13
）

一
九
四
六
年
一
月
刊
行
の
『
土
大
根
』
ま
で
は
予
告
通
り
一
円
五
〇
銭
。
四

六
判
の
『
浅
流
』『
山
の
端
』
は
定
価
五
円
、
た
だ
し
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
で
定

価
は
次
々
と
変
わ
っ
た
よ
う
で
『
浅
流
』
初
版
に
は
定
価
の
欄
の
上
に
四
〇
円

の
紙
片
が
貼
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。

14
）

奥
付
の
誤
記
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
転
記
す
れ
ば
誤
解
を
広
め
る
こ
と
に

な
る
。『
浅
流
』『
山
の
端
』
の
装
幀
に
言
及
す
る
場
合
は
、「
マ
マ
」
と
表
記

す
る
か
、「
実
際
に
は
中
川
の
装
幀
で
は
な
い
」、
な
ど
と
記
し
て
お
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。

15
）

意
味
が
鮮
明
に
な
る
よ
う
に
、「
大
兄
の
方
は
」
の
前
に
一
字
分
空
白
を
も

う
け
た
。

16
）

戦
後
の
証
言
で
あ
る
が
、
八
雲
書
店
の
社
員
で
あ
っ
た
飯
田
莫
哀
は
、
決
戦

歌
集
の
段
階
か
ら
、
結
城
哀
草
果
も
、
土
屋
文
明
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
る

と
し
て
い
る
。（「『
黎
明
』
覚
書
」『
心
の
花
』
佐
佐
木
信
綱
追
悼
号
、
一
九
六

四
年
四
月
号
。）

17
）

同
様
の
例
を
列
挙
す
る
。
一
四
番
歌
第
一
句
「
光
悦
寺
を
」『
京
洛
史
蹟
歌
』

「
光
悦
寺
」、
六
三
番
歌
第
三
句
「
堂
ち
か
く
」『
京
洛
史
蹟
歌
』「
堂
ふ
か

く
」、
六
八
番
歌
第
五
句
「
落
葉
踏
み
つ
つ
」『
京
洛
史
蹟
歌
』「
落
葉
の
な
か

に
」、
八
六
番
第
二
句
「
炉
の
辺
に
あ
り
て
」『
玄
冬
』「
炉
辺
に
あ
り
て
」、
八

八
番
歌
第
三
句
「
芭
蕉
を
恋
ふ
る
」『
玄
冬
』「
芭
蕉
を
し
た
ふ
」、
一
二
〇
番

第
二
句
「
轆
轤
廻
し
て
」『
京
洛
史
蹟
歌
』「
轆
轤
を
廻
し
」。
中
で
も
六
八
番

第
五
句
は
、『
月
明
先
人
集
』
で
は
「
苔
の
に
ほ
ひ
に
」
で
あ
る
か
ら
、『
金

泥
』
が
『
京
洛
史
蹟
歌
』
に
拠
っ
て
、
少
し
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

例
で
あ
る
。

18
）
『
神
杉
』
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

追
記
）

資
料
調
査
に
御
厚
配
を
賜
っ
た
関
係
各
位
、
取
り
分
け
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩

館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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